
は　じ　め　に

岐阜県博物館は、県立の総合博物館として昭和51年5月に開館して以来、「岐阜県にゆかりのあ

るもの」を中心、にした調査研究・資料収集・保管・展示を行うことで、県民に広く学びの場を提供

してまいりました。おかげをもちまして、平成25年度で開館38年目を迎えます。

岐阜県の学術文化の重要な拠点として、大変多くの皆様にご利用いただきましたことに心から感

謝申し上げます。

さて、平成24年度は、特別展3回、資料紹介展等3回、マイミュージアムギャラリー展示7回

を実施いたしました。夏季に開催した特別展「ジオペディアぎふ　～岐阜の大地から地球史を探る～」

（7月6日～9月2日）では、県内から産出した多様な化石・岩石などの資料をもとに、岐阜の大

地に刻まれた地球の歴史を紐解きました。郷土のすぼらしさを再認識していただく機会となりまし

た。

また、秋季には2つの特別展を同時期に開催しました。そのひとつ、「飛騨・美濃の信仰と造形

一古代・中世の遺産－」（9月21日～10月28日）では、国宝3点を含む県内の神道・仏教に関

する文化財を展示し、古代・中世の文化財に込められた人々の祈りと精神に迫りました。もうひと

つの「岐阜、染と織の匠たち　人間国宝三人展」（9月21日～11月4日）では、岐阜県出身で人

間国宝の染織家、山田貢（友禅）、宗廣力三（紬縞織・緋織）、土屋順紀（紋紗）の代表作を一堂に

紹介しました。これらの特別展では、ぎふ清流国体・ぎふ清流大会にあわせて来館された皆様をは

じめ、県内外の方々に岐阜のすぼらしさを認識していただきました。

このほか、資料紹介展「雲の上のお花畑　～岐阜県の高山植物～」（4月14日～6月17日）、発

掘速報展「発掘された飛騨・美濃の歴史」（11月17日～2月3日）、日本自然科学写真協会写真展「自

然を楽しむ科学の眼2012－2013」（2月9日～3月17日）を開催いたしました。

平成25年度は、「鍔の美　一鍔工・成木一成の挑戦－」において、現在となっては数少ない鍔工

である成木一成氏を取り上げ、尾張鍔の地鉄の再現に対する挑戦とその成果である作品を紹介しま

す。また、「弥生大集落　一荒尾南遺跡が語るモノと心－」において、荒尾南遺跡（大垣市）の発

掘成果から、当時の人々のくらしぶりや精神世界に迫ります。

このほか、企画展、マイミュージアムギャラリー展示、催し物など、広く県民の皆様に楽しんで

いただける催事を多数計画しております。また、調査研究活動、資料収集保管活動、サポーター協

働事業、外部機関との連携といった博物館活動も、より一層充実させるよう努めてまいります。

ここに、平成24年度の活動の記録を紹介する「岐阜県博物館報　第36号」を刊行いたしました。

県民の皆様をはじめ多くの方々にご高覧いただき、当館の更なる発展のためにご指導とご支援を賜

りますようお願い申し上げます。

平成25年4月1日

岐阜県博物館長　後　藤　弘　之
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I　博物館概要

1　設置目的

岐阜県の人文、自然両分野にわたる諸資料を収集、

保管、調査研究、公開し、併せて教育普及活動を行

うことにより、広く県民の学習の場となり、また文

化財保護の精神の酒養に役立て、新しい教養と文化

の発展に寄与することを目的とする。

2　基本的性格

・岐阜県の人文（考古、歴史、民俗、美術工芸）、自

然（動物、植物、地学）等に関する諸資料の収集保管、

展示、調査研究及びそれらの活用を図る総合博物

館とする。
・県内外の博物館及び相当施設との活発な交流を図

るとともに、本県の中央博物館としての役割を果

たす内容と設備を有する施設とする。
・学校・社会教育機関等との密接な連携を図り、利

用者が楽しく学習することができ、未来への研究

心と創造性を開発できるような生涯学習機関とす

る。
・館蔵資料や地域情報のデジタル化を進め、ホーム

ページの広報機能と学習機能を充実させる。

・資料の収集及び保存並びに展示に関する専門的な

調査研究を推進する。

3　基本方針

（1）資料収集活動

県内の人文、自然等に関する資料を収集する。

資料は、実物を中心とするが、必要に応じて厳

密な考証に基づく復元模型を含める。

寄贈、寄託、借用、購入等により収集する。

（2）展示構成

展示は、常設展示と企画展示とする。

常設展示は、人文、自然の2部門に分け、それ

ぞれ総合展示と課題展示を行う。

総合展示は、概説的な内容とし、誰もが親しめ

る平易な展示とする。

課題展示は、コーナー毎にテーマを設定して、

概説にとどまらない、より深く理解するための展

示とする。

企画展示は、一定期間に、特定のテーマを設定

して年に数本を行う特別展・資料紹介展などがあ

る。

展示は以下の点に留意する。
・生涯学習の場として、幅広い年齢層に親しめる

展示
・資料の単なる羅列ではなくストーリー性のある

展示
・各時代の特色やテーマの本質をとらえた展示

・できる限り実物資料の展示とするが、図表や模

型等の資料も活用した展示
・できる限り資料に直接触れることのできる展示

・視聴覚機器などを取り入れ、見る人に強く訴え

る展示
・解説が明確で分かりやすい展示

各展示室の主題と内容は、次のとおりである。
・人文展示室1（人文総合展示）

主題「郷土のあゆみ」・・・先史時代から近代、現

代に至るまでの歴史の流れと、各時代の特色を

展示する。
・人文展示室2（人文課題展示・企画展示）

主題「郷土の民俗と美術工芸」・・・特色ある郷土

の民俗と美術工芸を部門別、時代別に展示する。
・自然展示室1（自然総合展示）

主題「郷土の自然とおいたち」・‥郷土の自然の

概要を系統的に展示する。
・自然展示室2（自然課題展示）

主題「郷土のさまざまな自然」・‥特色ある自然

物や事象をテーマ別に系統的に展示する。
・特別展示室（企画展示）

資料紹介展などの企画展示を行う。

（3）調査研究活動
・博物館資料に関する専門的、技術的な調査研究

を行う。
・博物館資料の保管及び展示等に関する技術的な

研究を行う。

（4）教育普及活動
・展示や博物館資料に関連した教育普及活動を行

う。

・学校教育や社会教育の関係機関・団体との連携・

協力に努める。
・サポーターとの協働や県民の自主活動の支援事

業等を推進する。
・マイミュージアムギャラリーを運営し、個人な

どによって収集・所蔵されているコレクション

を公開展示することにより、生涯学習の成果発

表の場とするなど、県民文化の向上と交流を図

る。
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4　沿革

昭和46年3月　岐阜県百年記念事業推進

委員会において、博物館
の建設を決定

4月　教育委員会社会教育課に

博物館準備担当を配置
6－9月　博物館懇談会を設ける

昭和47年4月　博物館開設準備室を設置

展示委員会を設ける

昭和48年8月　起上式挙行

昭和49年3月　展示実施計画樹立
10月　定礎式

昭和50年3月　展示工事着手

7月　本館建築竣工

昭和51年1月　展示工事完了

4月　岐阜県博物館条例公布

岐阜県博物館設置
展示資料等製作完了

5月　開館記念式典挙行
一般公開

「巨匠三人展」・「スポー

ツ栄光展」

7月　皇太子・同妃殿下行啓

8月　特別展「ふるさとの文楽」

入館者10万人を突破
10月　入館料徴収開始

11月　特別展「熊谷守一展」

昭和52年5月　特別展「日本伝統工芸秀

作展」
入館者20万人を突破

7月　特別展「郷土の化石展」

11月　特別展「鉄斎」

昭和53年4月　入館者30万人を突破

特別展「濃飛の甲南」
7月　特別展「世界のコガネム

シ」

10月　特別展「能面と装束」

昭和54年4月　入館者40万人を突破

特別展「濃飛の先史時代」
7月　特別展「世界の貝」

10月　特別展「濃飛の文人」

11月　「視覚障害者コーナー」

開設
昭和55年4月　特別展「宝暦治水と薩摩

藩」
5月　入館者50万人を突破

7月　特別展「化石の世界」

10月　特別展「蓑虫山人」

昭和56年4月　特別展「美濃の絵馬」
5月　入館者60万人を突破

7月　特別展「御岳山は生きて

いる」

10月　特別展「ふるさとの美濃

古陶」
昭和57年4月　特別展「高賀山の信仰」

入館者70万人を突破
7月　特別展「ふるさとの植物」

10月　特別展「東洋の貨幣」

昭和58年4月　特別展「岐阜県の考古遺

物」
5月　入館者80万人を突破

7月　特別展「長良川」

10月　特別展「郷土の生んだ先

覚者」
昭和59年4月　特別展「濃飛の戦国武将」

7月　特別展「ふるさとの昆虫」

8月　入館者90万人を突破

10月　学習ビデオスタディー

コーナーを設置

特別展「濃飛の蘭学」
昭和60年4月　特別展「濃飛の縄文時代」

7月　特別展「鉱物の世界」

10月　特別展「美濃の刀剣」

入館者100万人を突破
12月　自然展示室2を改装

昭和61年4月　特別展「徳山の四季とく

らし」

7月　特別展「奥飛騨の自然」

9月　人文展示室lを改装

10月　開館10周年記念式典を

挙行

開館10周年記念展「ふ
るさとの祭り」

昭和62年4月　特別展「飛騨の弥生時代」

入館者110万人を突破

7月　特別展「外国から侵入し

た生きものたち」

10月　特別展「飛騨の匠」

旧徳山村民家移築復元

昭和63年1月　自然展示室1を改装

4月　特別展示室ショーケース

改修

特別展「ふるさとの湿原」
7月　中部未来博’88記念展

「中山道～美濃十六宿～」

10月　特別展「中生代の化石」

入館者120万人を突破

平成元年4月　特別展「濃飛の古墳時代」
7月　特別展「ふるさとの野鳥」

8月　16　日恐竜足跡化石白川

村で発見
10月　特別展「移ろいゆく年中

行事」
11月　日本生命財団から図書

「岐阜県博物館総合案内」

4，000冊の寄贈を受ける

平成2年4月　特別展「輪中と治水」
7月　特別展「白山の自然」

恐竜足跡化石レプリカ除

幕式
グリーンアドベンチャー

標識設置（自然観察のこ
みち）

岐阜県博物館協議会に
「新しい時代・県民ニー

ズに対応できる博物館の

在り方について」諮問

入館者130万人を突破

10月　特別展「濃飛の仏像」

12月　岐阜県博物館協議会から

中間答申

平成3年3月　岐阜県博物館案内標識を

設置
4月　特別展「ふるさとの木の

文化」
7月　特別展「ふるさとの哺乳

動物」
10月　置県120年・岐阜鹿児島

姉妹県盟約20周年記念展
「鹿児島～その自然と歴

史～」

11月　入館者140万人を突破
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平成4年3月　岐阜県博物館協議会から
「新しい時代・県民ニー

ズに対応する博物館の在

り方について」答申

4月　特別展「飛騨のあけぼの
～交流する縄文・古代人

～」

7月　特別展「恐竜王国・恐竜
～謎とロマン～」

10月　特別展「近世に輝く濃飛

の群像」

11月　小中学生常設展入館料無

料化

平成5年3月　入館者150万人を突破

4月　特別展「土と炎の芸術」

9月　29　日大型は乳類足跡化

石を美濃加茂市で発掘
10月　特別展「失われゆく植物」

11月　「ハイパーハイビジョン

風土記」イメージシュミ
レーションソフトの完成

平成6年1月　20　日マイ・ミュージア

ム棟起工式

3月　大型ほ類足跡化石を展示

4月　特別展「川に生きる～水

運と漁労～」

8月　恐竜の歯等荘川村で発見

9月　特別展「美濃山地の自然」

10月　入館者160万人を突破

12月　ユタ州訪問（花フェスタ
’95展示化石の借用、交

流の推進）

平成7年3月　マイ・ミュージアム棟工

事の完成
ハイパーハイビジョン風

土記「ひだ・みの紀行美
濃路編ソフト完成

4月　特別展「岐阜の淡水魚」

花フェスタ’95にユタ州

恐竜化石を展示
7月　マイ・ミュージアム（マ

ルチメディア情報セン

ター）落成式典挙行
一般公開

8月　恐竜ゼミナールGIFU’95

10月　特別展「美濃・飛騨の古

代史発掘～律令国家の時

代～」

入定三百年記念「円空展」

（名古屋市と共催）
県下第1号として「マル

チメディア工房ぎふ」開

設

11月　円空シンポジウム「世界

における円空」

平成8年4月　高校生常設展入館料無料

化

5月　入館者170万人を突破

7月　開館20周年記念展「恐

竜のふるさとユタ」

8月　アメリカ合衆国ユタ州プ

リガムヤング大学付属地

球科学博物館と友好提携

調印式挙行
10月　飛騨美濃合併120周年記

念展「岐阜県の明治維新」
11月　飛騨美濃合併120周年記



念「文化講演会」
講師　作家　阿川弘之氏

作家　山田智彦氏

平成9年3月　ハイパーハイビジョン風

土記「ひだ・みの紀行」
中山道編ソフト完成

4月　特別展「花と鳥のイ

リュージョン～江戸の学

問と芸術～」

9月　特別展「薬草のふるさと

伊吹」
11月　入館者180万人を突破

棚橋賞受賞「岐阜県博物
館“マイ・ミュージアム”
～来るべき世紀の新しい

博物館を目指して～」

財団法人日本博物館協会

表彰

平成10年3月　ハイパーハイビジョン風

土記「ひだ・みの紀行」
飛騨街道・郡上街道編ソ
フト完成

アロサウルス骨格標本展

示

4月　ハイパーハイビジョン風

土記「ひだ・みの紀行」

完成記念事業：風土記
フォーラム「マルチメ

ディアで調べる岐阜の魅

力」
7月　特別展「つのつのかぶと

むし」
9月　特別展「能面へのいざな

い～白山山麓から～」

平成11年7月　特別展「恐竜時代～モン
ゴルと手取層群の恐竜た

ち～」

9月　入館者190万人を突破

特別展「恐竜時代」
10月　特別展入館者4万人突破

特別展「水とまつり～古

代人の祈り～」

特別陳列「円空展～魂を
木に刻んで～」

平成12年7月　特別展「海を越えた明治
～ヨーロッパが愛した焼

き物の美～」

9月　特別展「すぼらしさ東濃

の自然、再発見～巨大ヒ

ノキが見てきた生き物た

5　歴代館長名簿

ち～」

11月　入館者200万人を突破

平成13年7月　特別展「あのころいた鳥
～そういえばトキもおっ

たげな～」

9月　特別展「七代目団十郎と

国貞、国芳一芝居、錦絵、

中山道～」

11月　ハイビジョン静止画番組

「石ころの動物園」（マ

イエージアムギャラ

リー）

全国ハイビジョン手づく

りソフトフェスタ2001

グランプリ受賞

平成14年2月　NEDO共同研究事業太

陽光発電システム完成
3月　バリアフリー対策事業小

型モノレール（スロープ

カー）完成
4月　特別展「温泉展～湯の華

からのメッセージ～」

5月　入館者210万人を突破

10月　特別展「中山道街道400

年」

平成15年7月　特別展「昭和くらしの歩

み～30年代を中心に～」

9月　特別展「野の幸・山の幸、

岐阜～発見！キノコと山

菜、薬草の魅力～」

10月　入館者220万人を突破

平成16年7月　特別展「タイムトラベル

石器時代～大昔はどんな

く　らしをしていたの？
～」

9月　特別展「里山ミュージア

ム～ドングリころころオ

オタカびゆ－ん～」

平成17年4月　高校生以下入館料年間無

料化（特別展入館料無料
化）

5月　入館者230万人を突破

7月　特別展「線路はつづくよ
～岐阜、鉄道のあゆみ～」

9月　特別展「『名水・温泉・

名勝』展～水と大地の
ハーモニー～」

平成18年4月　開館30周年記念式典挙

行

開館30周年記念特別展

「緑いきいき！岐阜の森」

5月　開館30周年記念植樹

モリゾ一・キッコロ来館

全国植樹祭中濃サテライ
ト会場～来館者全員招待

入館～

8月　入館者240万人を突破

飛騨美濃合併130周年

記念行事博物館1日無料

開放
9月　飛騨美濃合併130周年

記念特別展「錦絵が語る

美濃と飛騨」
11月　文化の日博物館無料開放

平成19年7月　特別展「恐竜と生命の大

進化～中国雲南5億年の

旅～」

9月　特別展「発掘された日本

列島2007～新発見考古

速報展～」

10月　入館者250万人を突破

11月　文化の日博物館無料開放

平成20年5月　日本生命財団から図書
「岐阜県博物館総合案内」

3，800冊の寄贈を受け

る

9月　特別展「骨のあるやつ」

11月　文化の日博物館無料開放

平成21年9月　特別展「人、和して楽し

む～岐阜の文楽～」

10月　入館者260万人を突破

11月　文化の日博物館無料開放

平成22年7月　特別展「）ii－カワ・イイ

ね！～流れがつくり出す

自然～」

11月　文化の日博物館無料開放

平成23年9月　開館35周年記念特別展
「濃尾震災120年」

11月　文化の日博物館無料開放

入館者270万人を突破

平成24年7月　特別展「ジオペディアぎ

ふ」

9月　特別展「飛騨・美濃の信

仰と造形」
特別展「岐阜、梁と織の
匠たち」

11月　文化の日博物館無料開放

在職期間（年度） 倩�����kﾂ� 俤ﾙ�XｯｨｭH�僖�7��｢�氏　　名 

l 傴ｩ��S�D��小　幡　忠　良 ��"�平成　9年～平成10年 俘(��68������ﾕr�

2 傴ｩ��S)D���諸��SID��松　尾　克　美 ��2�平成11年～平成12年 �8��:���u8�����

3 傴ｩ��SYD���諸��SiD��大　橋　桃之輔 ��B�平成13年～平成14年 俘(��ｻH��ﾔx��Eb�

4 傴ｩ��SyD���諸��S吋��吉　本　幹　彦 ��R�平成15年～平成16年 兀����(��vH��謦�

5 傴ｩ��S僖��関　谷　美智男 ��b�平成17年 �ｨ��J���ﾍﾈ��Wb�

6 傴ｩ��c�D���諸��c�D��廣　田　照　夫 ��r�平成18年 侘8���ﾈ������k��

7 傴ｩ��c)D���諸��c9D��森　崎　利　光 ����平成19年～平成20年 俘(��夊��耳��ﾗ2�

8 兌ﾙ�ﾈﾋ9D���[ﾙ�ﾃ)D��伊　藤　秀　幸 ����平成21年 ��8��nﾈ��uH��謦�

9 兌ﾙ�ﾈ��9D���[ﾙ�ﾃID��篠　田　幸　男 �#��平成22年 �����68������ﾘ��

10 兌ﾙ�ﾈ��YD���[ﾙ�ﾃiD��横　山　勢津男 �#��平成23年～平成24年 �ﾘ��ﾘx���8��k��

11 兌ﾙ�ﾈ��yD���[ﾙ�ﾃ吋��清　水　廣　美 �#"�平成25年～ 佩8��:���ﾔ���Eb�
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6　施設“設備

（1）博物館

本館4階 

（ホ＿ル吹抜き，多念1 休憩 

人文展示室2　　　　訪ンジ 

マイ・ミュージアム 　4階 ���4����gｸｭ�8､ｸ�8�(�X-9<�¥ｩ5x麌�f霄��

収 蔵 i庫 マイ・ミュージアム 3階 ��h788ﾘ6X4(爾�蓼�慰h�X蕀?�蓼�����������ﾊHｸh�ﾊHｸh��

醒室ハイ粕ン 　／ 俾�h耳ﾊb����ﾂ�仗����b�

研修　　　　6 

収 

蔵 

マイ・ミュージアム 　2階 ��ﾘ��h�����gｸｭ�(､ｲ�

i 

諺‾ィ ミュージア ヤラiノー ����_�ki�iﾎ��ｨ�ｩ����c8���ﾌ��c)e��

ガ 

マイ・ミュージアム ��們ｩ�齏｢�

1階 ��b�

牟 

EV 工ン ‾ン l＼－ル 估�ｸﾂ�

玉 �'｢�R���

蔵 

直 
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主要室（名称及び面積）

本　館 俯ｨ����������kﾂ�面積（壷） �7ﾘ48�X7�8X�ｸ5x4�8��室　　　　　名 冤ｩ�������｢�

2　階 ��c����ﾌ���c(���ﾌ���c8���ﾌ���cH���ﾌ���cX���ﾌ��314．1 126．0 192．0 99．4 55．0 ����､ｲ�エ　ント　ラ　ンス　ホ　ール 都h�C��

2　階 �7ﾘ487�8X�ｸ5x4�8�4ﾘ888�8ｨ�ｲ������������ﾌ��202．3 25．3 

3　階 俾��)5x麌���583．8 

自然展示室2 郷土学習室 講　堂 研修室 鼎s��C��店�CB��sH�CR��8�C"�俔H������������������������18．5 

3　階 �6�48��7(5x��8x��987ｨ�ｸ8ｲ�192　3 第6収蔵庫 ��C(�C���+(������������������������47．0 

4　階 ��ﾉ[i5x麌����ﾉ[i5x麌�"�<�¥ｩ5x麌���ﾘ����{�｢�<�¥ｨ���ﾌ��942．3 478．8 193．2 232．2 142．8 
4　階 假ｸ��������������ﾌ�������9��281．3 

本　館　合　計 �4，344．3 �7ﾘ48�X7�8X�ｸ5x4�8�8�xﾇb�塔C(�Cr�

（2）館外施設

①自然観察のこみち
館内における“郷土の自然”の展示に対応し自然

環境の中に生きた展示として、季節とともに移り変
わる自然のすがたを観察できるようにしたこみちで
ある。
全長約830mで、途中見晴らし台が3か所、ツツ

ジの群生地、百草園、マンサクの林などが設けられ
ている。

なお、樹林の特徴などが学習できるようグリーン
アドベンチャー常設コースとして、樹木にQ＆Aパネ
ルを設置している。

②旧徳山村民家
徳山ダム建設計画に伴い、徳山村は開村となり揖

斐川町になったが、徳山の生活を後世に語り継ぐた
め、当時徳山村戸入在住の宮川澄雄さんから家屋の
提供を受け、昭和62年10月7日、移築復元を完了
したもので、生活用具なども展示し、無料開放して
いる。なお、平成13年9月、茅葺屋根の一部葺き替

えを実施した。
・様　　式：木造かやぶき2階建、南平入り
・主　　材：ブナ、トチ

・建面積：120．97壷

・延面積：197．48請

・間取　り：右図参照
・建築年代：幕末から明治初年ごろと推定
・屋　　根：入母屋、切り落とし窓つき

∴∴享享子ii華i馨熊田畿／　　翠誓華誓率‾ 

国選綴目∴ 
∴　譲　薫証言∴　一題 

∴　：‘∴ 

∴∴： 

旧徳山村民家

－5－

自然観察のこみち i‾泣‾言 

、　WC 

＿露盤漂　えロー群 ��看旧 

自然観察のこみち

’＝二二二三〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一 

問出　　目iワ　　　0 lI 

盲 き I l �7H6x��98�r� �� ��　∴ 　輯 ≡三部シタ工 i 　C 

ii l �� ����

l 仏壇」 ，‖オクンデ ‾‾甲（ウタンデ＼‾‾‘ 床ノ問－ 情、！ 

亡二二二二二∴二言三二 幸三≡三宅 迄�(��Gｨﾙ�7�����h耳耳耳耳,"���+ﾒ�

＿＿＿　L一一＿＿＿＿÷カ　ミ　ヤ 

阜紙屋） 
エ　　　　　　　　　　　ロ曇婁真書iEiiこ 

▲1階間取り図

I l さ l L． I I 「 �� �� ��I i山江J lL、、1， 

冊 ；∴ 埋 井i／ や／ 
天井 × ＼ ��(蓼��耳�井�"�������R�

1、・J　　　‾－‾E≡ 剄ｮT「 i 

田山梅屋枝幸重宝≒ 

▲2階間取り図



Ⅱ　平成24年度のあゆみ

1　職員

（1）機構

（2）職員名簿

職　名（担当） 倩�����kﾂ�職　名（担当） 倩�����kﾂ�職　名（担当） 倩�����kﾂ�

館　　　　　　長 �ﾘ��ﾘx���8��k��【学　　芸　　部】 囘ﾉ69[h���)68諸Tb�［マイ・ミューゾアム係］ ����:����ﾘ��&｢�

副館長兼総務部長 亶ｸﾙ�4駭r�69(h���学　芸　部　長 刮ﾛ　長　補　佐 

【総　　務　　部】 凵m人　　文　　係］ 僮I �ﾘﾘy�I�����鯖zy?ﾂ�

［管理調整係］ 刮ﾛ長補佐（歴史） 凵m教育普及係］ 

課　長　補　佐 僮I　（考古） �+x��夊��ﾔｸ��?��課　長　補　佐 

主　　　　　　査 ������(������ｷﾂ�主　　査（民俗） �>ﾈ��gｸ��tﾈ��ｴ��II 兌ﾘ���h��ﾅｸ��樞�

主　　　　　　任 冢ﾈ���ｨ��ﾘ(��ﾔﾂ�主　　任（美術工芸） 偃x��夊��oX��uB�主　　　　　　査 ��h���ｨ��u�ｩ��

II 儖h��ｭh��g(�����［自　　然　　係］ ��ﾈ��$ｨ������4��学芸業務専門職 �����皐��諟��謦�

管理業務専門職 �(h冓tH�������C3��課長補佐（地学） 僮I 冢ﾈ��68��ﾆ(��ﾏR�

II �:���68��=h�����II　（植物） ��H��ﾌｸ������'��

〝 兔H������ｻ������主　　査（動物） �����68��ﾉ(��爾�

II II II II 雇　員 �(i8曳)Oﾂ�Y�8xﾕﾙz(ﾝ��g�=闃運B��)YI=�,8ｯ3���C��ﾂ�kﾉ&ﾘﾛ)�����学芸業務専門職（古生物） 亶h��]ｸ��ｴﾘ��躋�

（3）異動

転出者 副館長兼総務部長

学　芸　部　長

課　長　補　佐

II

主　　　　　任

管理業務専門職
II

－6－

転入者 副館長兼総務部長

学　芸　部　長

課　長　補　佐

II

主　　　　　査

管理業務専門職
II

夫
司
近
樹
世
里
子

英
洋
宗
秀
路
美
優

藤
澤
村
藤
田
田
塩

加
大
竹
後
野
米
中

也
秀
介
太
弓
穂
希

葵
津

哲
文
啓
清
真
奈
奈

腰

田

澤

合

山

　

部

宮
豊
平
河
杉
堀
阿



2　岐阜県博物館協議会

岐阜県博物館協議会は、博物館法及び岐阜県博物館条例に基づいて設置されている機関で、岐阜県博物館

長の諮問に応じるとともに、館長に対して意見を述べる機関である。委員は次のとおりである。

氏　　名 侏ｸ�����X����kﾂ�

清　田　善　樹 弍)Xﾉ��;�x���Xｧxｻ8支ｧyYHｻ8��

後　藤　真　澄 �(iYHｧx���Xｧy�ﾈｭIY�8ｧyYHｻ8��

◎古　屋　康　則 弍)Xﾉ�Xｧxｻ8支ｧyYH�ｻ8��

三　摩　真　己 比┷ｯ)Xﾉ_ｩ�xｼy+r�

杉　下　一二美 弍)Xﾈﾊu�D���ﾘx檠^ｩ�X効蹴�

高　木　俊　徳 弍)Xﾉ_ｩ�y_�;��xﾞﾈｼy+r�

高　木　　　洋 �?ｩgｸﾖﾈﾌ8ｧxｺh檍檍蹴�

長　瀬　秀　子 弍)Xﾈﾊx揵(hｧxﾕｩ+x檍檍醜��ｭh�9zy�9�ｸ抦ｧxﾕｩ+r�

野　口　　　宏 �(i?ｩ�i[xｯ)Xﾈ辷��+r�

森　部　絢　嗣 佰i^X効蹴�

安　田　たか子 ��68ｧx��?�9hｷYv9'H��+r�

山　田　京　子 弍)XﾈﾊyH饂渥冲h,ﾈ檠yﾘ饕�

◎会長　　　（平成25年3月9日現在五十音順・敬称略）

任期は平成24年9月24日から平成26年9月23日

3　日誌抄

4．1人事異動に伴う辞令交付
1NI PPON CLOCK展

一関で生まれた古時計100台～i（～5／13）

l　ゼンマイ時計の修理実演（1）

8　ゼンマイ時計の修理実演（2）

14　資料紹介展「雲の上のお花畑
～岐阜県の高山植物～」（～6／17）

15　家族で春の里山ウオッチング

15　骨のかたちから生きざまを探る（7）

18　里山ウオッチング

22　化石クリーニング講座（初級①）

28　まが玉をつくろう

29　謡曲入門

30　木でこいのぼり・五月人形をつくろう

5．3　化石のレプリカをつくろう

4　春のグリーンアドベンチャー

5　ゼンマイ時計の修理実演（3）

6　古文書入門（1）

13　現地観察会「土岐川で化石採集」

16　里山ウオッチング

20　化石クリーニング講座（初級②）

26　犬山焼　大皿展（～7／l）

27　魚の捕り方教えます
～ビオトープの魚調べ～

6．3　化石のペーパーウェイトをつくろう

9　わくわく体験「菖蒲まつり」（l）

10　わくわく体験「菖蒲まつり」（2）

17　化石クリーニング講座（初級③）

17　楽しい折り紙教室

20　里山ウオッチング

24　蝶の羽の模様を写し取ろう

30　おいでよ！博物館

7．1家族で昆虫標本をつくろう

6　特別展「ジオペディアぎふ　～岐阜

の大地から地球史を探る～」（～9／2）

8　化石クリーニング講座（初級④）

14　鉄道コレクション今昔物語展（～8／19）

14　鉄道模型制作実演（1）

15　家族で夏の里山ウオッチング

18　里山ウオッチング

21特別展記念講演会「最古の石発見記」

（開催状況）
月　日　11月1日（木）

場　所　岐阜県博物館　講堂

議　題

○報告事項
（1）岐阜県博物館の概要について
（2）改修・修繕工事について
（3）博物館の活動について

○協議事項
（1）岐阜県博物館の運営について

～入館者数を増やす方策について～

（2）平成25年度、26年度の特別展等に
ついて

○主な提案
・博物館活動及び広報活動の工夫に関す

ること
・学校、サポーター、他の博物館等との

連携に関すること

22　現地観察会「乗鞍　高山植物観察会」

28　家族でナイトウオッチング

29　古文書入門（2）

8．4　特別展記念講演会「化石の宝庫瑞浪」11

5　講演会「駅員だった私が

鉄男になってまった」
5　鉄道模型制作実演（2）

11火おこし器をつくろう

12　おもしろく動くからくり木工

12　鉄道模型制作実演（3）

15　里山ウオッチング

18　化石クリーニング講座（中級①）

19　化石クリーニング講座（中級②）

25　化石クリーニング講座（中級③）

25　おもしろく動く恐竜・動物つくり

26　化石クリーニング講座（中級④）

9．1パッチワークキルト夫婦展（～10／8）

8　パッチワークミニタペストリーを

つくろう（1）

15　パッチワークミニタペストリーを

つくろう（2）

16　化石クリーニング講座（上級①）

17　おいでよ！博物館

19　里山ウオッチング

21特別展「飛騨・美濃の信仰と造形
一古代・中世の遺産－」（～10／28）

21特別展「岐阜、染と織の匠たち

人間国宝三人展」（～Il／4）

23　出展作家によるギャラリートーク

30　講座「岐阜のほとけたち」特別展版

10．7　化石クリーニング講座（上級②）

8　木の実で遊ぼう

14　横蔵寺拝観会

14　特別展記念講演会「山田貢と岐阜」

17　里山ウオッチング

20　ウッドバーニング
ー木と草の焼き絵アート～（～11／25）

20　わくわく体験

「オータムフェスティバル」（l）

21わくわく体験
「オータムフェスティバル」（2）

－7－

21家族で秋の里山ウオッチング

21特別展記念講演会「岐阜県の仏画」
28　古文書入門（3）

3　わくわく体験「秋まつり」

3　ウッド・レザーバーニング体験（1）

4　ウッド・レザーバーニング体験（2）

11化石クリーニング講座（上級③）

17　発掘速報展「発掘された

飛騨・美濃の歴史」（～2／3）
18　徳山のくらしを体験しよう

21里山ウオッチング

23　ウッド・レザーバーニング体験（3）

24　まが玉をつくろう

25　木で来年の干支（巳）をつくろう

12．8　達磨絵ひょうたん展（～1／27）

9　ウッドバーニング

クリスマスリースをつくろう

16　化石クリーニング講座（上級③）

19　里山ウオッチング

23　ウッドバーニング

お正月リースをつくろう

1．5　春の七草ウオッチング

6　七草がゆを食べよう

16　里山ウオッチング

27　津保川でカモを観察しよう

2．9　日本自然科学写真協会写真展「自然を

楽しむ科学の眼2012－2013」（～3／17）

9　心をつなぐ絵手紙展（～3／20）

9　ネームプレートをつくろう（1）

9　ネームプレートをつくろう（2）

10　ネームプレートをつくろう（3）

10　ネームプレートをつくろう（4）

17　家族で冬の里山ウオッチング

20　里山ウオッチング

23　古布で布絵をつくろう（l）

23　古布で布絵をつくろう（2）

3．3　小枝で絵手紙を描こう

10　古文書入門（4）

17　百年公園の自然調査報告会

20　里山ウオッチング

24　おいでよ！博物館



4　実施事業の概要

「県民が郷土の自然・歴史・文化を理解し、未来を

展望することにより、ふるさとに一層の親しみと誇

りがもてる博物館を目指します」を平成24年度の運

営の方針として、特別展や資料紹介展などの企画展、
マイミュージアムギャラリー展示を開催した。その

他、参加体験型の教育普及事業として89回の催事、

学芸員による出前授業や講師派遣など多くの事業を

展開した。特別展の開催回数については、平成20年

度から平成23年度までは1回であった。し”かし、平

成24年度については岐阜県で「ぎふ清流国体」「ぎ

ふ清流大会」が開催されたこともあり、特別展は3

回行うことができた。特に、国体の会期に合わせて

実施した秋季特別展2本は、国宝や重要文化財、人

間国宝の作品などを多数展示する今までにない規模

のものとなり、岐阜県の素晴らしさを広く発信する

ことができた。

（1）展示活動

特別展・資料紹介展・マイミュージアムギャラリー
の展示を下表のとおり実施した。

（2）調査研究活動

人文分野では、企画展に関連した岐阜県の遺物・
遺跡、神道・仏教に関する文化財及び岐阜県出身で

染織家の人間国宝について調査研究を行った。また、

平成25年度特別展関連の荒尾南遺跡に関する調査も

5　展示活動

実施した。自然分野では、企画展に関連した高山植物、

地質関係、及び百年公園を中心とした里山について
の調査研究を行った。モニタリングサイト1000里地

調査も継続して行った。マイ・ミュージアムでは、

当館収蔵品と図書館の蔵書のデーターベースの構築

を行った。また、マイミュージアムギャラリー出展

作品の調査研究や出展者の新規開拓を行った。

（3）資料収集活動

人文分野では、県内の石器等これまで寄託とされ
ていた資料の寄贈を受けるとともに、娘義太夫資料

などの民俗資料を収集した。自然分野では、県内外
の自然資料の寄贈を受けるとともに、化石等の資料

を採集した。

（4）教育普及活動

わくわく体験コーナーでは、毎週日曜日に開催す

ることの周知と魅力的な体験メニューの開発により、

毎週大盛況の利用があった。

団体等の利用では、学校向けの生活科・社会科・
理科の学習プログラムの利用が多かった。昨年度開

発した学習プログラムに博物館サポーターの支援を

得て、学びに深まりを生むことができた。

博物館サポーターの活動では、従来あった活動内

容を明確にすることとサポーターへの周知をねらい、
8つの活動グループを設けて運営した。多数のサポー

ターが参加し、資料収集・調査研究・展示・教育普

及のそれぞれの活動を支援した。

展　　示　　名 弍ｨ����ｭB�展　　　示　　　内　　　容 �?ﾈｭ倆)�B�

常設展 僖���ｭB�人文関係では、人文展示室1及び2の可変展示コーナーや独立ケー ��
スの展示替えを約20回行った。昭和の居間再現コーナーでは季節感を 
出す展示替えを行い、未陳収蔵資料の紹介に努めた。また、人文展示 
室1の第20回岐阜国体の資料について紹介するコーナーを拡充した。 
自然関係では、新設した可変展示コーナー（「ミニ企画コーナー」、「学 
芸員なう」など）を中心に約10回展示替えを行った。 

資料紹介展 「雲の上のお花畑 　～岐阜県の高山植物～」 滴���H��7��｢�岐阜県植物誌調査会とともに行った、全行程120kmに及ぶ調査結果 祷�3ピR�
をもとに、飛騨地方の標高3000mを越す山々に生育する高山植物の魅 

～6／17（日） 處ﾘ,�,(*(,H��櫁+X+ﾘ�(ｭi��馼ｼh,h+X,H��ﾋｹ&隰��檍�X�h敬ﾘ(�)��Z握��
察会」を実施した。 

特別展 度�緝�仞��｢�岐阜県の多様な地質学的資料を取り上げ、太古から現在までの地率 ��
「ジオペディアぎふ ～岐阜の大地から地球史を探る～」 剋jを紹介した。関連事業として、足立守氏を講師に迎え「最古の石　発 嶋�3�Cr�

～9／2（日） 侈亢ﾈ�h,i��+X,HﾗX�檍/�､ｨﾜ8+X+ﾘ�(-ﾈ+ﾘ��鏐ｹｹ�ﾈ�?���/�ﾗX踪,佗ﾘ*h�X峇�
石の宝庫瑞浪」と題して講演会を開催した。 

特別展 「飛騨・美濃の信仰と造形 　ー古代・中世の遺産－」 祷��#��仞��｢�岐阜県における神道・仏教に関する国宝や重要文化財を数多く紹介 ��(�3#�R�
した。古代・中世の文化財に込められた祈りについて考え、往時の人々 

～10／28（日） �,ﾉ����,們�Z�*�.yIx.�5x麌,X*�,�+ﾘ�(ｭi��ﾗ8馼,h+X,H��tﾈ棹�{(��/��
講師に迎え「岐阜県の仏画一展示品を中心として－」と題して講演会 
を開催した。また、「横蔵寺拝観会」を現地で実施した。 

特別展 祷��#��仞��｢�岐阜県出身・在住の染織家の人間国宝3人の代表作を初めて一堂に ��H�3c�"�
「岐阜、染と織の匠たち 剴W示した。出展作家である人間国宝の土屋順紀氏を迎えてギャラリー 　　　′－モー　　　　　　ヽ，′‾－　　．－l一 

人間国宝三人展」 ���綿�紿��?ｨ�｢�トークを実施した。また、関連イ丁事として、萩原いつみ、中島利子の 両氏を講師に迎えて「山田貢と岐阜」と題して講演会を開催した。 

発掘速報展 「発掘された飛騨・美濃の歴史」 ������x��7��｢���(��8��?ｨ�｢�岐阜県文化財保護センターが近年調査した遺跡について、その成果 �8�3����を紹介した。高山市与島B地点遺跡・与烏C地点遺跡をはじめ県内4 
箇所の遺跡からの出土品を中心に展示した。 

第33回日本自然科学写真協会写真展 「自然を楽しむ科学の眼2012－2013」 �(�纔�仞��｢���8���x��?ｨ�｢�動植物・水中・気象・地形・風景・顕微鏡写真などを当館の実物資 �8�3cSR�
料を交えながら紹介した。自然の中の不思議さ、自然と人間の関わり、 
自然の大切さ等を考える機会とした。 

マイミュージアムギャラリー �����X����｢�「NIPPONCL00K展一関で生まれた古時計100台～」をはじめ7回の ��ﾂ�
展示を実施した。 
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特別展　　ジオペディアぎふ～岐阜の大地から地球史を探る～

1　開催期間

平成24年7月6日（金）～9月2日（日）

2　主催

岐阜県博物館、岐阜新聞・岐阜放送

3　後援

NHK岐阜放送局

4　趣旨

岐阜県は、日本で最も古い時代にできた岩石から

現在も形成され続けている地層にいたるまで、他に

類を見ないほど極めて広い時間幅を持っ多様な地層

でできている。本特別展では、岐阜県の多様な地質

学的事象を取り上げ、過去から現在までの地球史を

探った。この特別展を通して地球の過去を理解し、

現在の大地の成り立ちを把握し、そして未来を展望

する観点を提供した。

5　展示構成

過去、現在、未来という3つに分けて展示を行った。

（1）過去を振り返る

①先カンブリア時代：美濃隕石などの隕石、世界

最古の石、日本最古の石、チムニー（熱水噴出口）

など

ー　≡　　　11－　－－　－　　　　∴申、＝一一　一二　一一一塁謹告尊卑11－＝　　＝ii � 

∴空々∴：一一∵：∴∴卒 懸議題饗畿態寺 ������

隠篭等欝＼i：き滋紫へ蘭躍 　　　　　　i激　－ � 

美濃隕石落下分布図と美濃隕石

②古生代：天然記念物化石（福地化石、浅見化石）、

シカマイア実物大復元模型など

③中生代：本巣郡舟伏山PT境界のチャート、手取

層群の恐竜化石、肥g境界の隕石衝突生成物など

④新生代：瑞浪層群の哺乳類化石、デスモスチル

スと貝化石、最新岐阜県活断層地図など

（2）現在を知る

ニホンオオカミやトキなどの絶滅または希少な動

植物などを展示し、絶滅の原因を紹介した。

（3）未来を展望する

小水力発電、バイオマス発電、色素増感型太陽電

池などを展示し、持続可能な社会の在り方を紹介し

た。

シカマイア実物大復元模型

6　関連事業

（1）特別展記念講演会①「日本最古の石発見記」

日本最古の石を発見した経緯から、日本列島が

形成された過程について講演いただいた。

講師：足立　守（名古屋大学特任教授）
7月21日（土）13：30－15：00

（2）特別展記念講演会②「化石の宝庫瑞浪」

瑞浪層群などの化石から推測した1500万年前の

日本列島の環境について講演いただいた。

講師：糸魚川淳二（名古屋大学名誉教授）
8月4日（土）13：30－15：00

「∴ 「 刹E 

∴t i薫 凵Fを∴ 

足立守氏　　　　　　糸魚川淳二氏

（3）現地観察会「土岐川の河畔で化石採集」

瑞浪市の土岐川において化石採集体験を実施した。

講師：当館職員
5月13日（日）10：00－16：00

（4）展示解説

担当学芸員による展示解説を実施した。

講師：当館職員

開催期間中の毎週末14：30－15：00
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特別展　　飛騨“美濃の信仰と造形一古代，中世の遺産－

1　開催期間

平成24年9月21日（金）～10月28日（日）

2　主催

岐阜県博物館、中日新聞社

3　後援

NHK岐阜放送局

4　趣旨

本特別展は、岐阜県における神道・仏教に関する

文化財の展示を通して、その価値を理解することを

ねらいとした。そして、古代・中世の文化財に込め

られた祈りについて考え、往時の人々の精神に実物

から迫ろうとしたものである。

岐阜県の文化は一括りにできないほど、県内各地

域が豊かな個性を持っている。このことは神道・仏

教にもいうことができる。本特別展では地域ごとの

特色をあぶり出しつつ、信仰と造形を紹介した。

5　展示構成

（1）西濃地域一天台宗の進出－

〈主な展示品〉

・五大尊像（大野町・来振寺蔵）（国宝）

・地蔵菩薩坐像（大垣市・明星輪寺蔵）（国重文）

・薬師如来立像（揖斐川町・横蔵寺蔵）

（2）岐阜地域一咲き乱れる仏教－

〈主な展示品〉

・入唐求法巡礼行記巻第三（個人蔵）（国宝）

・金銅獅子唐草文鉢（岐阜市・護国之寺蔵）（国宝）
みののくにいなばくんさんでんじとうしんそのうちどう二

・美濃国稲葉郡山田寺塔心礎納置銅壷（各務原市・

山田寺蔵）（国重文）

（3）中濃地域一山岳信仰の地－

〈主な展示品〉

・菩薩坐像（関市・常楽寺蔵）（国重文）

・古瀬戸黄紬瓶子（栄秀施入）（郡上市・長滝白山

神社蔵）（国重文）

・（高賀信仰資料のうち）菩薩坐像（関市・高賀神

社蔵）（県重文）

（4）東濃地域一栄える願興寺“禅宗寺院－

〈主な展示品〉

・阿弥陀如来坐像（御嵩町・願興寺蔵）（国重文）

・千手観音像（多治見市・永保寺蔵）（国重文）

・薬師如来坐像（中津川市・東円寺蔵）（国重文）

（5）飛騨地域一神仏習合の隆盛－

〈主な展示品〉
もりみなしはらまんじ／レじゃ

・神像（下呂市・森水無八幡神社蔵）（国重文）

・随身坐像（高山市・阿多由太神社蔵）（県重文）

・鉦鼓（飛騨市・常蓮寺蔵）（県重文）

6　関連事業

（1）特別展記念講演会「岐阜県の仏画一展示品を中

心として－」

講師　有賀祥隆（東北大学名誉教授・東京塾術

大学客員教授）

10月21日（日）13：30－15：00

懸緩 �� 劔詰；ii 

iii高言一 �� 

∴∴∴r「∴； � 剌縟ii 

音盤翠畿繁 � �ｨ耳耳����耳+X�ﾆ��ﾈ6ﾘ�｢� ����ﾈ耳��霻�日嗣i 

◆i � 

Ye ��剪�

醤彊＝＿＿＿ ��� � �� 

特別展記念講演会

（2）講座「岐阜のほとけたち」特別展版　講演

講師　守屋靖裕（岐阜県博物館学芸員）

9月30日（日）13：30－15：00（台風により中止）

（3）横蔵寺拝観会

10月14日（目）13：30－15：00

（4）学芸員による展示解説

9月22日（土）・29日（土）、10月7日（日）・

8日（月・祝）・13日（土）・20日（土）・27日（土）

各日14：30－15：00
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特別展　　岐阜、染と織の匠たち　人間国宝三人展

一報 ����:�ﾉﾆ迄��迄���劔���

∴： 

∴／〃∴〟 ����

ー：：：∴； 筆華一一一1－－滴寵＝ 兀�馼���h���

会場のようす

1　開催期間

平成24年9月21日（金）～11月4日（日）

2　主催

岐阜県博物館、中日新聞社

3　後援

NHK岐阜放送局

4　趣旨

人間国宝（重要無形文化財保持者）は平成22年ま

でに延べ162人が認定され、岐阜県出身は9人、う

ち6人が地場産業でもある陶芸作家だが、残り3人

が全て染織家であることは意外と知られていない。

本展では、その、山田貢（岐阜市出身、友禅）、宗

魔力三（郡上市出身、紬縞織・鮮織）、そして、土屋

順紀（関市出身、紋紗）の代表作が初めて一堂に会し、

岐阜県の生んだ染織のわざと美、さらに、これらの

作家に影響を与えた郷土の風土を顕彰する試みとし

た。

5　展示構成

各作家毎に代表作を前後期に分けて展示した。作

品は会期別に寒色系・暖色系でまとめ、季節感を演

出した。

（1）山田貢（1912－2002）1984認定（友禅）

岐阜市生まれ。大正15年（1926）14歳で友禅作家・

中村勝馬に師事、友禅・勝頼を学ぶ。昭和22年

（1947）第32回二科展工芸部に初入選、昭和26年

（1951）友禅作家として独立。昭和32年（1957）第

4回日本伝統工芸展に初出品初入賞、昭和46－54

年（197ト79）東京芸術大学美術学部講師。昭和52

年（1977）より日本工芸会主催による茶屋染睦子の

復原事業を指導、糸目糊を研究。平成10年（1998）

岐阜市ふるさと文化賞受賞。

（2）宗康力三（1914－89）1982認定（紬縞織。緋織）

郡上郡八幡町（郡上市）生まれ。昭和12年（1937）

修業道場・凌霜塾主事となり、開拓農民の育成に従事。

第二次大戦後、同市那留ヶ野で開拓農場を営み、地

織手紡産業の復興を計画、昭和22年（1947）京都市

染織試験場長・浅井修吉に師事。昭和28年（1953）

郡上工芸研究所を設立。昭和33年（1958）陶芸家・

河井寛次郎に師事。昭和40年（1965）第12回日本

伝統工芸展に初出品、昭和45年（1970）第17回日

本伝統工芸展で日本工芸会会長賞受賞。昭和52年

（1977）岐阜県指定無形文化財「郡上紬」保持者。昭

和‘55年（1980）南足柄工芸研究所を開設。

（3）土屋順紀（1954－）2010認定（紋紗）

関市生まれ。京都インターナショナル美術専門学

校卒業後、志村ふくみに師事。昭和56年（1981）関

市で独立。平成6年（1994）第41回日本伝統工芸展

初入選。平成8年（1996）北村武資に師事、第43回

日本伝統工芸展で日本工芸会総裁賞（最高賞）受賞。

平成9年（1997）日本工芸会正会員。平成18年

（2006）紋紗着物「月下渓韻」で文部科学大臣賞受賞。

平成19・21年（2007・09）日本工芸展染織部門の第
一次鑑査委員。平成21年（2009）紫綬褒章受章。

彊篭i � �� �� 
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、吉田雷魚二　＿′瞭 � 

会場の閲覧“配布物

6　関連事業

（1）出展作家によるギャラリートーク

講師　土屋順紀

9月23日（日）13：30－14：30　特別展示室

（2）講演会「山田貢と岐阜」

講師　萩原いづみ・中島利子

10月14日（日）13：30－15：00ハイビジョンホール
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資料紹介展　　雲の上のお花畑　～岐阜県の高山植物～

1　開催期間

平成24年4月14日（土）～6月17日（日）

2　主催

岐阜県博物館

3　趣旨

岐阜県飛騨地方には、御岳や乗鞍など、標高
3000mを越す山々が存在している。そこには多くの

自然も残され、様々な動植物が暮らしている。特に

そこで生育する植物は高山植物と呼ばれ、氷点下の

気温が続くきびしい自然環境にも適応しながら、力

強く生活している。1年の中でも、気温が他の時期

より高くなる短い夏季には、暖かくなるのを待ちわ

びていたように一斉に花を咲かせ、一面お花畑にな

る場所もある。

岐阜県博物館は2005年から7年間にわたり、岐阜

県植物誌調査会とともに、県内における高山帯の植

物相を調査してきた。ここでは、調査で明らかになっ

た県内に生育する高山植物について紹介した。

4　展示構成

（1）高山植物とは

高山植物とはどんな植物か、なぜ高山植物は氷

河期からの生き残りだと言われるのか。高山植物

の定義とそのルーツについて紹介した。

（2）山のつくりと高山植物の関係

高山植物といっても、どこでも同じ高山植物が

生育しているわけではない。細かな環境の違いに

よって、さまざまな高山植物がすみ分けしている。

写真やレプリカ、さく葉標本でさまざまな環境に

生育する高山植物を紹介した。

○尾根筋の湿原（ムシトリスミレ、ワタスゲなど）

○非対称山稜（ミヤマダイコンソウ、ハイマツ

など）

○雪田型お花畑（クロユリ、ハクサンチドリ、

ハクサンイチゲなど）

○最高峰の岩山に生育（クモマスミレ、シコタ

ンソウ、クモマグサなど）

（3）高山植物を取り巻く環境

調査によって明らかになった、高山植物を取り

巻く環境の変化について紹介した。

①近年になり爆発的に増えたコマクサ…マイカー

規制の成果（乗鞍岳）、採取を禁止したための成

果（御嶽山）

②絶滅の危機に瀕しているハクサンオオバコ…平

地のオオバコとの交雑種が出現（白山）

展示会場の様子

（4）高山植物と動物との関係

高山植物が分布する地域では、時には動物に出

会うこともある。高山植物とそれら動物との関係

について紹介した。

①幼虫が高山植物の葉を、成虫が花の蜜をエサと

するチョウ類（タカネヒカゲやミヤマモンキチョ

ウなど）

②大型草食哺乳類の高山帯への進入等で、絶滅の

危機に瀕しているライチョウ

5　関連事業

（1）乗鞍高山植物観察会

乗鞍畳平のお花畑及び魔王岳にて、高山植物の

観察会を行った。

開催日：7月22日（土）、講師：当館学芸員
＿議 �� ��∴ ��1滴琵 剄ｷ額＝＝義遥義 一　∴∴ 

∴∴∴ 劔 �� 劔子機∴∴∴ � 

∴∴／ �� �� �� �� 

i嚢 �ｨ耳�h耳耳5h���ｲ� ������

討議≡≡≡＝三塁 仆��ｬ��／i∴∴ � ��∴∴ ∴∴∴ i鶉 繚一驚 ��X�����������������H�b� 剞癘ﾚ臨‾‾ii≒詳細 ∴「 

開国匪 �� 剏� ����偖ﾈ���凵F∴ 

議饗－＿ � ����刮煖ﾀ‾ � 
手薄‾二 言∴ � �������估R�劍���h�ｲ�� 

∴ 遜 騒 ∴∴ ������ ��依����：子∴∴：∵一∴ 剪���

∴　∴∴．∴ 

高山植物観察会で観察されたコマクサ
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発掘速報展　　発掘された飛騨“美濃の歴史

1　開催期間

平成24年11月17日（土）～平成25年2月3日（日）

2　主催

岐阜県博物館

3　共催

岐阜県文化財保護センター

4　趣旨

岐阜県文化財保護センターが近年調査した遺跡に
ついて、その成果を広く県民に紹介する速報展を開

催した。今回は美濃加茂市牧野小山遺跡、岐阜市岩

田東A遺跡、岐阜市芥見町屋遺跡、高山市与島B地

点遺跡・与島C地点遺跡の5遺跡について紹介した。

今回扱った遺跡はいずれも周辺での調査が蓄積され

た地域のものであり、周辺遺跡との関わりが示せる

ように展示を構成した。

5　展示構成

（1）美濃加茂市牧野小山遺跡

牧野小山遺跡は縄文時代や、古墳時代から古代の

集落が広がる大遺跡である。今回の調査地はその縁

辺部で、縄文時代早期の焼礫集積遺構などが見つかっ

ている。礫の焼けた肌は調理の様子を生々しく示し

ている。

【主な展示資料】下呂石製尖頭器、焼け礫、縄文土器片

（早期・中期）、弥生土器　ほか

iiiii語 ����∴ ������ ��i鰭醒iir 

「∴ 　　∴∴ �� �ｨ耳耳耳爾�劔劍��������������ﾈ�ﾈ�ﾂ�

グ響∴∴ � 劔 � ��

∴：／／∴ ∴∴： ����俑xﾄn､r�� � 

麹 ������ﾉxX爾���������ﾂ���

寡言． ���ｩ?���6ﾙJﾂ���仂�偬迄ﾄB���

∴∵一 � 劔 ��

展示風景（中央は岩田東A遺跡出土の薔）

（2）岐阜市岩田東A遺跡

古代東山道が当地を経路とした可能性も指摘され、

近隣には官窯とされる老洞・朝倉古窯跡群がある。須

恵器は護・瓶・壷といった容器類が多く、物流の要地

であったことがうかがわれる。また、この地で戦前

まで醤油醸造を営んでいた店の商標が墨書された器

などは、地域の人にとって記憶に残っている資料で

ある。

【主な展示資料】弥生時代の赤彩壷。奈良時代の須恵

器瓶片。安土桃山時代の土師器皿。「イワタ」「タマリ」

などの墨書が入った近世陶器、常滑襲ほか

（3）岐阜市芥見町屋遺跡

調査地はかつての芥兄の渡船場に隣接する。中世

の資料には、中国製磁器や古瀬戸、崇寧重宝という

普通の銭より一回り大きな中国銭など稀少なものが

見られ、特別な場であったことがうかがわれる。

【主な展示資料】中世の中国銭、古瀬戸大子、墨書山

茶碗。濃尾震災頃に廃棄された陶器片ほか

（4）高山市与島B地点遺跡“与島C地点遺跡

三枝城麓の低地に位置する。三枝城跡の調査では、

尾根部で平安時代初め頃のお堂跡が見つかっている

が、麓でも柱根や仏鉢形須恵器などが見つかった。

高台と麓の施設が一組みとなる寺院の形態が示され

た。

【主な展示資料】古墳時代の土師器高杯、漆塗りのク

シ。古代の建築部材、漆が付着した須恵器杯・蓋。和

傘の手元ロクロほか

6　関連事業

展示解説

11月24日（土）・25日（日）1月5日（土）・6日（日）

各日　2回　文化財保護センター職員、博物館学芸員

が行った。

展示解説の様子

従来の広報に加えて、それぞれの調査遺跡が所在

する小学校には、該当遺跡を紹介するチラシを配布

するなど、重点的に広報した。自分が住んでいたと

ころの調査で、興味を抱いて来館したという来館者

も多くあり、こうした広報は効果的であった。

アンケートでは、郷土の歴史や文化への関心が喚

起されたことが示されたが、その中で満足度が低い

回答をされている方の多くが「来てはじめて速報展

の開催を知った」方であった。初めから関心の高い

方には満足を得ていただいているが、そうでない方

の関心を引き出すには至っていない。これが課題と

して示された。
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第33回日本自然写真協会写真展　　自然を楽しむ科学の眼

1　開催期間

平成25年2月9日（土）～3月17日（日）

2　主催

岐阜県博物館、日本自然科学写真協会

3　後援

環境省

4　趣旨

科学の眼を通して、自然と向き合うことの楽しさ

と感動を多くの方々に伝えるために、日本自然科学

写真協会（SOCIETY OF SCIENTIFIC PHOT00RAPHY略称

SSP）では、毎年「写真展」を開催している。この協会は、

自然写真・科学写真の撮影に関わるプロやアマチュア

の写真家、研究者、教育関係者等の呼びかけにより

1978年に発足した団体であり、以来科学写真の文化

向上と発展のために、活動を行っている。今回で第

33回を迎えるこの写真展では、動植物、水中、自然

風景、顕微鏡、天体等の多彩な分野の自然科学写真

を展示した。自然の中の不思議さ、自然と人間との

関わり、そして自然の大切さが伝わってくる作品が

数多く並んだ。

5　展示構成

広大な自然の風景や、動植物が見せる驚きの瞬間

を捉えた作品など計150点を、7つのコーナーに分

類して展示した。また、作品に関連した当館実物資

料や、科学写真の仕組みを学ぶ体験展示を用意し、

来館者の理解を深める工夫した。岐阜県の出展者の

常用真氏と作美善男氏の作品については、出品作品

と併せて、他の作品をDVDで紹介した。

一言ii　一　　　一 �� 剪� 
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畿態 
県内出展者の作品とDVD紹介コーナー
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展示会場の様子
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写真作品と関係する実物資料の紹介

（1）植物t菌類
「キュウリの刺」（撮影：伊東良朗）など11点

（2）哺乳類“両生爬虫類
「モリアオガェル」（撮影：日下正武）など13点

（3）鳥類

「オオタカの水浴び」（撮影：和田昌也）など15点

（4）昆虫類

「キアゲハ」（撮影：山本真吾）など45点

（5）山岳。天体〃自然風景
「岸辺の水面模様」（撮影：佐藤正美）など40点

（6）顕微鏡。科学
「アサガオの葉」（撮影：竹村嘉夫）など13点

（7）水中〃水棲生物
「カジキマグロの捕食」（撮影：酒井由紀代）など

16点
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マイミュージアムギャラリー

1展示内容

展　　示　　会 �5x����麌����>�����vR� 
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浩子（岐阜市） �*�+�+ﾘﾞﾉV冩�CY5�/�5x麌+X+ﾘ�"�年； 
平成24年9月1日（土） �8ﾗXﾜ��X7�6(6�8��ｸ4�7�6ｨ5�7�5�6x8ｨ�ｸ/�,"�慈日子 

～10月8日（月・祝） ���*ﾘ.ｸ*H�b�?ｨ鱚佇繪?ｨ��佇��Y?｢�

5 �4X6(6�6��ｸ6ｨ984��バーニングペン（焼きごて）で木に焦げ目を ������������ｸｼ��ｼ��ﾄｨﾋ闔ｨ爾�

一木と革の焼き絵アート～ 出展者日本ウッドバーニング �,(*�,H､x/�V�*ﾘ4X6(6�6��ｸ6ｨ984�,ﾈﾞﾉV�5x�"�､x柯ﾞﾉV���zy�ﾉ�(ﾆ�ﾞﾉV���8ﾈ5X�ｸ6��ｸ6ｨ984���乂h�ｨﾞﾉV�,�,x��?ｩgｸ4X6(6�6��ｸ6ｨ984�5(986R�

協会／堀江均（岐阜市） �5�6x,ﾈ�8�ﾈﾞﾉV�/�ｭﾈ-駮�#��5�/�5x麌+X+ﾘ�"�
平成24年10月20日（土） 亅�Xﾜ��X4X6(6��X8ﾈ5X�ｸ6��ｸ6ｨ984��ﾈﾋ��b�

～11月25日（日） �?ｨ鱚��ﾈ�9?ｨ����ﾈ紵?ｨ����ﾈ�#9?｢�

6 �$)h�､x-�.X*H+ﾘ/�5r�出展者が自身の手で栽培し、達磨絵などを絵 ���ｨ��4���ｨ�r�

付けして加工したひょうたんの作品展。全日 ��

出展者　加藤勝治（岐阜市） 冏ｸ蟹Uｨ檍皦ﾜ8,ﾈ5(984��ｸ8ｸ,X,ﾈ�8見?ﾈ�ﾈﾞﾉV��/�,ﾘ+h-���+x+3��6ﾘ��;x�.�*｣�#�6ﾘ,�.�,�� 

平成24年12月　8日（土） �.��X-�.X*H+ﾘ/�.(��7(6ｨ�ｸ8ｹU(/�w�*(��齪ﾝﾒ�
～平成25年1月27日（日） �,�*ﾘ-�.ｨ/�,(*�+ﾙ+x-�.X*H+ﾘ/�,�,yo�#�5�/��

展示した。 ��

7 ��8/�,(,�*隍x訷鑛5r�絵手紙を愛好するグループ41名が制作した絵 手紙の作品展。東日本大震災の復興を願って ��B�出展者華の会／後藤登志子 （各務原市） 平成25年2月9日（土） 　～3月20日（水・祝） �*�*(+ﾘ､x訷鑄/�,ﾘ+h-�����鑄��7凭����韈����/�9H,�,x��vﾈ��,�.�,ﾈ,�*�*�.ｨ+ﾘﾞﾉV冩�C���5�/�5x麌+X+ﾘ�"���ﾗXﾜ��X抦釐,X､x訷鑄/�V�+�*H�b�

日時　3月3日 ��
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2　出展者による講座“実演等の開催

観覧者と出展者、あるいは観覧者同士の情報交流

やふれあいの場として、また、体験を通して展示内

容についての理解を深めてもらうために、出展者が

主催者となって、講座や実演等の催しものを開催した。

（1）第1回展示「NIPPON CLOCK一関で生まれた古時

計100台～」

実演「ゼンマイ時計の修理実演」

日時　4月1日（土）・8日（目）・5月5日（土・祝）

13：30－15：30

出演　福井光雄

場所　マイミュージアムギャラリー

日本時計（株）に勤務し、今回の展示品を全て修

理した福井氏が実演を行った。ゼンマイ時計に興味

をもつ方が多く来場された。日本時計での生産の様

子やゼンマイ時計の構造について熱心に質問する姿

があった。

「ゼンマイ時計の修理実演」の様子

（2）第3回展示「鉄道コレクション今昔物語展」

実演「鉄道模型制作実演」

目時　7月14日（土）・8月5日（日）・12日（日）

13：30－15：30

出演　山下秀樹

場所　マイミュージアムギャラリー

山下氏が解説を交えながらD51の制作を行った。

夏休みということもあり、親子での来場も多く、興

味をもったお子さんやその保護者に対し、実際に制

作体験をしてもらいながら、鉄道模型制作の楽しさ

を伝えていた。

（3）第3回展示「鉄道コレクション今昔物語展」

講演「駅員だった私が鉄男になってまった」

日時　8月5日（日）10：00－11：30

講師　本田博志

場所　ハイビジョンホール

本田氏が駅員時代の貴重な話や、今回の展示品に

ついて写真を交えながら解説を行った。鉄道を五感

で楽しむことを提唱し、動画を見たり、実物に触れ

てみたりするなど、動きのある講演であった。

（4）第4回展示「パッチワークキルト夫婦展」

講座「パッチワークミニタペストリーをつくろう」

日時　9月8日（土）・15日（土）10：00－12：00

講師　横山金市・浩子

場所　講堂

横山夫妻の指導のもと、パッチワークによるミニ

タペストリーの制作を行った。講座に参加者した方

の多くは女性であった。制作キットの材料は、横山

夫妻が事前に全て袋詰めを行い受講者に配布した。
また、裁縫道具や制作にあると便利な道具等も準備

されており、スムーズに制作を進めることができた。

多くの受講者が時間内に作品を完成することができ、

その出来栄えにも満足していた。

（5）第5回展示「ウッドバーニングー木と革の焼き絵

アート」

講座「ウッド・レザーバーニング体験」

日時11月3日（土・祝）・4日（日）・23日（金・祝）

13：00－15：00（11／3は10：00－12：00も実施）

講師　堀江　均

場所　講堂

堀江氏の指導のもと、ウッド・レザーバーニング

による制作体験を行った。キーホルダー、レザース

トラップ、バードコールの中から選択して制作した。

下絵を転写した後、バーニングペンで焼いていくた

め、小さなお子さんでも簡単に取り組むことができ

る内容であった。堀江氏は、展示終了後にも講座と

して、「ウッドバーニング　クリスマスリースをつく

ろう」および「ウッドバーニング　お正月リースを

つくろう」を開催した。

（6）第7回展示「心をつなぐ絵手紙展」

講座「小枝で絵手紙を描こう」
日時　3月3日（日）13：30－15：30

講師　後藤登志子

場所　講堂

後藤氏と華の会のメンバーの指導のもと、小枝を

筆にした絵手紙の制作を行った。後藤氏に絵手紙を

かくコツを教えてもらいながら制作を進めた。枝で

かいた太さの異なる線が、味わいのある作品となり、

受講者にとっても新鮮味のある活動となった。

一一、1－差喜連態治 劔劔 �� 

1　　賀詞〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇日HHH臼田田田圃腰 劔劔 � 

謀議 � �� � ��

∴∴ 佗ﾈ�x����俚｢� �����(�5ﾂ�
薫 做｢� 凵P＝‾＝ii遜鯨 

∴∴ �� �� � 僥ｲ�倩棈�2� � 

シースざ＿＿－ 剪�∴： ����※ ��農‾iシ‾　‾ 

「小枝で絵手紙を描こう」の様子
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6　調査研究活動

（1）人文部門

①　考古分野

ア　展示にかかわる調査研究

発掘速報展「発掘された飛騨・美濃の歴史」や岐阜

県文化財保護センター資料紹介コーナー、常設展示の

改変、来年度特別展「弥生大集落一荒尾南遺跡が語るモ

ノと心－」にかかわる資料調査を行った。

常設展示の改変では、古墳時代前期の東海地域に特

徴的なS字状口縁台付藷に見られる高いテクノロジー

（大垣市今宿遺跡ほか）、古代飛騨の寺院（飛騨市寿楽

寺廃寺）と集落（高山市野内遺跡）からうかがわれる

都とのつながりといった展示を拡充した。

イ　寄贈資料・館蔵資料にかかわる調査研究など

寄贈を受けた館蔵資料の多くは不時発見の採集品で

ある。未報告資料が多いため、『岐阜県博物館調査研究

報告』において継続して資料紹介を行っている。今年

度は郡上市白鳥町二日町において、三島真二氏により

採集された石製土掘り具などの資料を図化し、紹介し

た。

当資料群には、石製土掘り具と同石材の剥片類が多

く含まれている。石製土掘り具制作の痕跡が遺跡内で

行われることは稀であり、詳細な観察・分析を行った。

素材の厚さを減ずるという、石製土掘り具制作の一部

工程が遺跡内で行われていることを明らかにした。

ウ　その他研究

「東北アジアにおける古環境変動とレスー古土壌編

年」科学研究費補助金基盤研究（A）に伴う資料調査
工　論文等執筆

長屋幸二2012．東海・中部地域の旧石器研究動向．

考古学ジャーナル

長屋幸二ほか2012．河北省西白馬営遺跡と候家馨遺

跡の資料評価（共著）．旧石器考古学

②　歴史分野

ア　企画展などにかかわる調査研究

今後の企画展計画に基づき、岐阜県に関わる織豊期

の古文書を中心として、調査研究を県内外にわたりお

こなった。主な調査先は以下の通り。

（ア）岐阜県歴史資料館他県内諸機関ならびに個人宅に

て岐阜県関連の織豊期古文書について調査を継続実施。

（イ）東京大学史料編纂所所蔵国宝「島津家文書」を含

め、岐阜県に関連する古文書について、同編纂所にて

調査を実施。

イ　寄贈資料・館蔵資料にかかわる調査・研究

昨年度、集中して進めた館所蔵資料の悉皆調査作業

の追加調査を実施した。また、5回にわたり公開講座・

出前講座の実施等にともない、館蔵の古文書や県内古

文献等の調査研究を進めた。

③　民俗分野

ア　展示にかかわる調査研究

本年度は特別展「岐阜、染と織の匠たち　人間国宝

三人展」開催に向けて、とくに作家および遺族の聞き

取り調査に当たり、収集しだ情報は原稿にまとめると

ともに、解説を付して展覧会図録に掲載した。

常設展示では、昨年度から設置した「昔の道具」コー

ナーは学校見学でよく利用されており、昨年度末から

公開していた岐阜国体コーナーも好評であったため、

来年度に向けて、両コーナーを拡充する予定で準備を

進めている。

イ　館蔵資料にかかわる調査研究など

いっもながら県民の皆様より貴重な資料の寄贈が続

いている。本年度も新収集資料の公開に努める一方、

当館調査研究報告に寄贈資料2件の概要をまとめ、調

査結果を掲載・紹介した。新規収集品はもちろん、既

存収蔵資料についても引き続き調査を行いたいと考え

ている。

④　美術工芸分野

ア　平成24年度特別展「飛騨・美濃の信仰と造形
一古代・中世の遺産－」にかかわる調査研究

昨年度から引き続き、標記特別展開催に向けて調査

研究を行った。

出品候補資料の所蔵者や管理者のところへ赴き、貸

出の依頼と実査を行った。協力的なところが多く、特

別展のために所蔵者22件から38件66点の文化財を借

用することができた。

また、会場内解説パネルや図録の執筆に際しては、

展示品個々の説明に重点を置いた。それぞれの作品に

ついて実査や文献渉猟、写真観察などを行い、これら

の調査結果をもとに執筆した。

イ　岐阜県の宗教彫刻にかかわる調査研究

特別展「飛騨・美濃の信仰と造形一古代・中世の遺

産－」にかかわる調査研究については前項アで既述し

た。

外部の機関や所蔵者から宗教彫刻に関する依頼・相

談等が寄せられることがある。これらを引き受けて行

う活動は、岐阜県博物館が外部と連携・協働しながら

行う社会活動と位置付けてよい。平成24年度も依頼・

相談等に応じる機会があった。

中には、地方自治体等が関与する宗教彫刻の現地調

査に参加する機会もあった。専門家の目が届いていな

い文化財が、岐阜県にはまだ多く遺されているようで

ある。

今後も県内の文化財の状況を把握し、調査研究や文

化財保護活動に資するよう努めたい。

ウ　平成25年度企画展「鍔の美一鍔工・成木一成の

挑戦－」にかかわる調査研究

標記企画展開催に向けて、作家である成木氏の希望

を実現するよう、展示品や展示構成などについて協議

しながら準備を進めている。あわせて作品の実査、成

木氏への聞き取り調査、他館への展示視察、文献渉猟

などを行い、企画展への反映を図っている。
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（2）自然部門

①動物分野

ア　主な研究テーマ

（ア）キノコ食甲虫の生態について

（イ）里山林に生息する動物の生態について

（ウ）戦前の動物採集家および博物学標本商について

イ　書籍・論文など

（ア）説田健一2012．観察会からの脱皮－モニ1000里

地調査への参加と百博会の運営－，全科協ニュー

ス，42（4），5－6．

（イ）向井貴彦・国崎亮・淀太我・寺町茂・千藤克彦・

説田健一2013．岐阜県における2種の外来ナマ

ズ目魚類の野外での初記録と文献に基づく岐阜

県産魚類目録の改訂．岐阜県博物館調査研究報

告，34，47－57．

ウ　学会発表など

（ア）説田健一2012．柳原鳥類コレクションについて

（2）折居彪二郎が採集した標本．日本鳥学会2012

年度大会（100周年記念大会）．東京．

（イ）説田健一2012．カメラトラップ（ビデオ）によ

る岐阜県関市の百年公園における哺乳類相．日

本環境動物昆虫学会第24回年次大会．名古屋．
エ　館内サークル活動の企画及び運営

（ア）ダチョウ組（動物標本作製のサークル）

（イ）昆虫標本整理グループ（昆虫標本整理）

（ウ）岐阜の魚研究会（魚類標本の整理）

（エ）クモ研究会（百年公園のクモ相の調査）

（オ）モニタリングサイト1000里地調査

（カ）百博会

オ　他団体との調査活動

（ア）「ウシモツゴを守る会」の調査・保存活動

奨学 ∴∴ ∴∴ �� �� 剪���i畿饗 �� � 

1、 �� �� 

モニタリングサイト1000里地調査

②　植物分野

ア　主な研究テーマ

（ア）種子の飛行メカニズムについて

（イ）岐阜県博物館と連携した教師教育プログラムの

開発

イ　書籍・論文など

（ア）金古弘之・船戸　智2012．続・へいしろうと呼

ばれる魚

（イ）松戸　智2013．陸前高田市立博物館の被災した

－18－

押し葉標本レスキュー活動．岐阜県博物館調査

研究報告，34，45－46

（ウ）船戸　智2013．科学的リテラシー育成のための

教材開発と実験授業の試行に関する計画案子ど

もの科学的リテラシーを育成する教育システム

の開発に関する実証的研究．科学研究費・研究

成果報告書．78－82

ウ　館内サークル活動の企画及び運営

（ア）モニタリングサイト1000里地調査

工　他団体との調査活動

（ア）岐阜県植物誌調査会（県植物誌編纂関係調査）

（イ）岐阜県植物研究会（岐阜県内の植物の調査）

（ウ）岐阜県レッドデータブック改訂調査検討委員会

（岐阜県環境生活部清流の国ぎふづくり推進課と

共同）

押し葉標本レスキュー作業

③　地学分野

ア　主な研究テーマ

（ア）シカマイアの古生態学的研究及び復元模型の製作

（イ）手取層群の堆積相研究

イ　館内サークル活動の企画及び運営

（ア）化石プレパレーションサポーター

（イ）天体観測サポーター

ウ　他団体との調査活動

（ア）福井県立恐竜博物館との共同調査

（イ）岐阜の地学を学ぶ会

瓢　　－iiii鞘照 �� � �ｩ<r� 倬ﾉj鵜��ﾈﾇ吋｢�

遜霧衰三‾‾＝－翳 ＝＝－態一一・ i‾縦縞喜 ��
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（3）マイ〃ミュージアム部門
マイ・ミュージアム部門では、マイミュージアムギャ

ラリー展示に係る業務とマイ・ミュージアム業務から

構成されている。
マイミュージアムギャラリー展示に係る事業は、マ

イ・ミュージアム棟2階で、「岐阜県に在住、在勤及び

ゆかりのある個人又は団体（法人等）」が長年にわたっ

て、調査研究・収集されている貴重なコレクションを

広く展示公開する業務である。

また、マイ・ミュージアム業務は、当館収蔵資料のデー

タベース構築に係る業務として収蔵品を始め有形・無

形の文化資源等を、デジタル化して保存等を行う業務

（デジタルアーカイブ）及び、インターネット公開に係

る準備業務である。

①マイミュージアムギャラリーについて

ア　運営の概要

生涯学習時代、県民が個人的に調査、収集、研究し

た資料のコレクションや生涯学習の成果や作品には、

大変すぼらしいものが多数存在する。こうした背景か

ら、県民独自のコレクションや生涯学習の発表の場と

して、マイミュージアムギャラリーが開設された。こ

こでは、県民相互が多様な文化情報の発信・授受を行

うなどの多目的な活用も図られている。博物館では一

定期間、展示公開する場の提供と側面支援を行うこと

で目標の達成を目指している。

展示計画は、出展申し込みのあった展示内容をもと

に、マイミュージアムギャラリー企画運営委員会によっ

て審議され、年7回の展示会が決定される。

なお、出展者の募集や出展調査は常時行っている。

イ　展示記録「マイ・コレクション」の発行

展示紹介チラシ「マイ・コレクション」を各回の展

示ごとに発行した。展示会場内で観覧者に配布すると

ともに、出展者が自主的に行う広報活動の資料として

活用した。平成24年度は平成7年度からの通番で、第

131号から第138号まで発行した。チラシ等の配付にお

ける来館効果を母平均推定95％確率で統計学的に計算

した結果、8．9％から19．5％内に来館効果がチラシには

あることが分かり、平成24年度は、作成した「マイ・
コレクション」を前年よりも1，000枚程度増刷りした。

結果は下記のように、各展示でほぼ前年を上回る結果
となった。

l NIPPON CL（X：K展一関で生まれた古時計100台～

（37日間）：前年度同時期比200％

2　犬山焼大皿展（32日間）：同種比220％

3　鉄道コレクション今昔物語展（32日間）：前年度同

時期比400％

4　パッチワークキルト夫婦展（33日間）：前年度同時

期比480％

5　ウッドバーニングー木と革の焼き絵アート～（32

日間）：前年度同時期比113％

6　達磨絵ひょうたん展（39　日間）：前年度同時期比

300％

7　心をつなぐ絵手紙展（34日間）：前年度同時期比

250％

ウ　博物館同人としての登録

平成24年度までに200名の同人登録がなされており、

往復ハガキなどを用いて、マイミュージアムギャラリー

に関する意見や新規の出展者情報を収集している。
エ　観覧者、出展者の意識調査の実施と分析

マイミュージアムギャラリー観覧者に展示の満足度

調査を行った。展示終了後には、出展者に満足度調査

を行った。調査結果の分析と考察及び研究を行い、改

善につなげた。

Figurelに示すように観覧者の満足度は高く、効果

的な展示を行えたものと考えている。また、マイミュー

ジアムギャラリーの良さを問う項目では「観覧が無料

であること」が33．6％であり、「いろいろな作品が見ら

れ、出展者との交流により趣味が深められた」が
65．3％であったことから県民相互の文化情報の交流に

寄与できたものと考える。

更にFigure2から出展者の高い満足度が確認できる。

また、マイミュージアムギャラリーの存在価値を問う

項目ではその存在価値を多方面の観点から価値ありと
いう評価を90．9％という高値で得ることができた。

以上の結果から、マイミュージアムギャラリーの平

成24年度運営については、当初の目標を充足したもの

といえる。

○　大変満足した

囲　満足した

囲　何も思わなかった

圏　あまり満足しな

かった

□　期待はずれだった

Figurel　観覧者の満足度（n＝345：［24年度5月～3月）

四三三間
漢　大変満足した

○　満足した

固　何も思わなかった

田　あまり満足しな

かった

ロ　期待はずれだった

Figure2　出展者の満足度（n＝7：H24年度）

また、出展者支援及び観覧者の満足度向上のために、

作品に係るキャプションや説明文の記述方法を研究し
た。アンケート調査を行い読み手の読解方略を体系的
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で利用しやすい実証的なモデルとして示すことができ

た。本研究知見を参考に今後も出展者や支援者、観覧

者の満足度向上に努めたい。

オ　平成25年度の出展申し込み

平成25年度出展候補として、計16件の申し込みが

あった。コレクションと作品のバランスもよく、様々

な年代の観覧者の興味・関心が喚起されることが期待

できる内容が申し込まれた。

カ　マイミュージアムギャラリー企画運営委員会開催

日時　平成24年10月17日（水）10時～11時30分

場所　本館講堂

1）平成24年度の展示について
・本年度からマイミュージアムギャラリー観覧者アン

ケートを行っている。98％の観覧者が満足したと記

している。
・各展覧会が昨年度同時期の観覧者数を大きく上回る

盛況振りであった。
・観覧者のアンケート記述から、コレクション、作品

共に質が高く、素晴らしい展示会が展開できたとい

える。

2）平成25年度展示計画及び今後の課題について
・平成25年度の出展候補16件から採用する7件につ

いて委員の意見を聴き決定した。
・年間をとおしての展示内容のバランスを考え、時期、

地元出身に関わるもの、体験型、参加型等々を考慮

すること。また、生涯学習の成果発表の場を提供す

るために、グループ出展についても出展を可能にす

る等が今後の課題としてあげられた。

○委員の構成

－ 倩���kﾂ�役　　　職 

委員 ���68����ﾘ��前岐阜県博物館長 

lI 舒)68���ﾉu��社会福祉法人万灯会理事長 

II 儖hｭh��ﾉ(���岐阜県市長会代表（関市長） 

II 傅ﾈﾋH����枻�岐阜県議会教育警察委員会委員長 

II 刋�ﾊ���l餮b�岐阜県社会教育委員連絡協議会長 

lI 兀�:���l韈��岐阜県地域女性団体協議会代表 

II ��ﾕﾘ����爾�岐阜県町村会代表（東白川村村長） 

II 伜)68���I{"�岐阜県公民館連合会長 

II 亳y68��ﾔ騏��関市教育長 

II 亳y68����dﾂ�岐阜県芸術文化会議会長 

II 偃�ｷｸ���ﾙnR�岐阜県博物館協会会長 

会長は吉田豊氏、副会長は若宮多門氏が就任。

（五十音順　敬称略）

②マイ・ミュージアムについて
マイ・ミュージアム棟が開設された平成7年頃はマル

チメディアが珍しい時代であったが、現在は一般のパ

ソコン上で動画を編集することさえ特別ではなくなり、
マルチメディアの普及や啓発を継続する意義は薄れて

きた。　他方、昨今の財政難により、機器の更新はも

ちろん、老朽化した既設機器の維持管理が困難な状況

となり、稼働している機器を休停止せざるを得なくなっ

た。

しかし、博物館事業において情報通信機器を活用す

る必要性が失われた訳ではなく、今年度も、情報化が

不可欠な分野における機能低下を最小限に食い止め、

制約の中で情報を最大限発信できるよう、システム等
の改善や整備に重点を置いた事業を推進している。

ア　収蔵資料データベースの運用

当館は、平成21年度末、全国の博物館や美術館でサー
バを共有するサービス（SaaS）に当館に収蔵されてい

るデータを移行する作業を実施した。そして平成23年

度にサービス提供業者と利用契約を結集し、インター

ネット公開を視野に入れた収蔵資料データベースの本

格的な運用を開始した。また、収蔵資料データベース

と風土記については、デジタルアーカイブ事業として
ロードマップを作成し目標を明確にした。その中の、

図書資料のデータベース化については、目標を前倒し

にし、平成24年度にデータの移行を完了し業務化した。

図書担当職員の業務効率の向上のための支援を行って
いる。また、インターネットの公開については5年後

を目処に風土記閲覧システムについては3年後を目標

に研究を進めている。

ロードマップ

また、現物実査の成果を登録し、データを精緻化し

たことで収蔵品の電子データによる一元管理を行うこ

とが可能となった。

イ　ハイビジョンホールの活用

ハイビジョンホールでは、外部団体の見学や各種講

演会、講習会、イベントなどの会場として利用を図った。

また、特別展期間中の休日や祝祭日には、展示等に関

連するDVD作品の上映を行った。
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7　資料収集活動

（1）収蔵資料数

①　人文分野　　　　（平成25年3月31日現在）②　自然分野

分　　　野 倬���{����H�佇��｢�

考　　　古 鼎S��

歴　　　史 ������������33s��

民　　　俗 ���3cSR�

美術工芸 ���3#s��

合　　　計 滴�3ss��

（2）平成24年度寄贈資料一覧

①　人文分野

資　料　名 佇��B�

なし ��

（平成25年3月31日現在）

分　　　野 倬���{����H�佇��｢�

動　　　物 �#h�3s#2�

植　　　物 涛��3�#r�

岩石鉱物 �(�3����

化　　　石 ���3Ss��

合　　　計 ��#��3C#��

総　合　計 ��#X�3#���

②　自然分野

資　料　名 佇��B�資　料　名 佇��B�

フクロウなどの剥製 �"�シベリアイタチ　　i7 

ヤツガシラ ���岩石（玄武岩など） �"�

蝶類標本 涛b�塩原植物化石 ���b��｢�

魚類標本 ���B�ビカリア化石 ���

哺乳類（キツネ、テン） �"�ツキノワグマ（頭骨） ����

化石（二枚貝など） 鉄��� ��

11－‾1111－≡霧築造1－－＝ii藍・、難読 劔�� �� ��

∴∴ 况��ﾟ��ｬ��：∴！ �� ��� 舒ﾒ�����漣 鷺 議 �B�|��襲 謬 議 ∴ ��r���

蜜 剪� ���� �� ��／∴ ��璽 饗 ���� 

曖洋三‾‾ii二三 �� ��子 

‾＝：言方 �� �� ������ 

：∴ �� �� ������ �� ����X�����

縫 曖 ��※ ��豫��∵i一∴／：∴：∴∴ケ 縁案墜龍一‾‾‾＝＝綴憲 � �� �� 冕����� 

溝 �("� ���� ��

議 ��竣 轡 凩�� � ��h�吋��h��� �� ���� 剪噤�F∴∴ ��

＝ �� �� �������� ���� 倬b�

【塩原の植物化石】

（3）平成24年度購入資料一覧

①　人文分野

資　料　名 佇��B�購　入　先 

なし ��� 

∴∴ ∴∴：∴∴ �4ﾘ���

∴∴∴∴∵：「∴〟i珍： � ����

療i 
∴∴ iii三滝藍 � ��

異数証 ��ﾈ���ﾈ����ﾈ�ﾈ�ﾈ�ﾈ���ｨvH."�

撃‾、‖i‾’ 剪�

【ビカリア化石】

②　自然分野　　　　　（平成25年3月31日現在）

資　料　名 佇��B�購　入　先 

なし ��� 
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8　教育普及活動

（1）教育普及活動

①　催しもの開催状況

催しものは、企画展関連事業（特別展を含む11回）

やマイミュージアムギャラリー関連事業（15回）の

他、自然、人文、教育普及、マイ・ミュージアムが

担当する多様な講座・行事・体験活動（63回）の計
89回を実施した。

＜催しもの開催状況一覧＞

特別展関連事業では、東北大学名誉教授、東京塾

術大学客員教授の有賀祥隆氏による「岐阜県の仏画
一展示品を中心に一」のほか、3つの特別展記念

講演会を実施した。また、人間国宝で出展作家の土

屋順紀氏によるギャラリートークや現地観察会「土

岐jiIで化石採集」、「横蔵寺拝観会」などを実施し、

特別展に関連して知見を深める機会を多く提供した。

事業名 弍ｨ��?｢�対　象 �.���蹴�参　加 �>�������������������vR�

企画展 関連事業 店��2�家族 鼎�kﾂ�35名 �ｹ��,ﾈ8ﾈ7h8ｨ4ｨ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

5／13 �ｩL｢�40名 �3Ykﾂ�現地観察会「土岐川で化石採集」 

6／3 �ｩL｢�30名 �#冖ﾂ�化石のペーパーウェイトをつくろう 

7／21 �ｩL｢�120名 鼎)kﾂ�特別展記念講演会「最古の石発見記」 

7／22 �ｩL｢�20名 妬kﾂ�現地観察会「乗鞍高山植物観察会」 

8／4 �ｩL｢�120名 鼎ikﾂ�特別展記念講演会「化石の宝庫瑞浪」 

9／23 �ｩL｢�40名 鼎Ikﾂ�特別展出展作家によるギャラリートーク 

9／30 �ｩL｢�30名 �(h鈔�講座「岐阜のほとけたち」特別展版　講演 

10／14 �ｩL｢�20名 �#�kﾂ�横蔵寺拝観会 

10／14 �ｩL｢�120名 涛Ykﾂ�特別展記念講演会「山田貢と岐阜」 

10／21 �ｩL｢�120名 都Ikﾂ�特別展記念講演会「岐阜県の仏画」 

11／24 �ｩL｢�30名 ��冖ﾂ�まが玉をつくろう 

ギャラリー 滴�貭�一般 �,�+R�86名 �5ｸ987ﾘ48鳧ﾇh,ﾈ�9yﾘ�������｢�

4／8 �ｩL｢�なし 田�kﾂ�ゼンマイ時計の修理実演（2） 

5／5 �ｩL｢�なし 都�kﾂ�ゼンマイ時計の修理実演（3） 

7／14 �ｩL｢�なし 塔)kﾂ�鉄道模型制作実演（1） 

8／5 �ｩL｢�120名 �#�kﾂ�講演会「駅員だった私が鉄男になってまった」 

8／5 �ｨ醴�なし 鼎ykﾂ�鉄道模型制作実演（2） 

8／12 �ｩL｢�なし 塔ikﾂ�鉄道模型制作実演（3） 

9／8 �ｩL｢�30名 鼎Ykﾂ�パッチワークミニタペストリーをつくろう（1） 

関連事業 祷���R�一般 �3�kﾂ�36名 �7�6(6�8��ｸ4�7�6ｨ5�7�5�6x8ｨ�ｸ/�,(*ﾘ.ｸ*H��(�｢�

11／3 �ｩL｢�100名 塔Ykﾂ�ウッド・レザーバーニング体験（1） 

11／4 �ｩL｢�100名 �3ykﾂ�ウッド・レザーバーニング体験（2） 

11／23 �ｩL｢�100名 �#Ykﾂ�ウッド・レザーバーニング体験（3） 

12／9 �ｩL｢�20名 等kﾂ�ウッドバーニング　クリスマスリースをつくろう 

12／23 �ｩL｢�20名 土kﾂ�ウッドバーニング　お正月リースをつくろう 

3／3 �ｩL｢�30名 �#ykﾂ�小枝で絵手紙を描こう 

たの　しい 滴���R�家族 �,�+R�7名 �i��,X�,ﾉz(�(4X4�6(6�984��

4／28 �ｩL｢�30名 ��ikﾂ�まが玉をつくろう 

4／30 �i���40名 �#Ikﾂ�木でこいのぼり・五月人形をつくろう 

5／27 �i���20名 �#Ykﾂ�魚の捕り方教えます　～ビオトープの魚調べ～ 

6／9 �ｩL｢�100名 都)kﾂ�わくわく体験「菖蒲まつり」（1） 

6／10 �ｩL｢�100名 ����kﾂ�わくわく体験「菖蒲まつり」（2） 

6／17 �ｩL｢�40名 �#Ikﾂ�楽しい折り紙教室 

6／24 �i���20名 �#)kﾂ�蝶の羽の模様を写し取ろう 

6／30 �i���20名 ���kﾂ�おいでよ！博物館 

7／l �i���20名 ��ikﾂ�家族で昆虫標本をつくろう 

博　物　館 度���R�家族 �,�+R�25名 �i��,X廩,ﾉz(�(4X4�6(6�984��

7／28 �i���70名 都ikﾂ�家族でナイトウオッチング 

8／11 �i���30名 �#�kﾂ�火おこし器をつくろう 

8／12 �i���40名 �3ikﾂ�おもしろく動くからくり木工 

8／25 �i���40名 �39kﾂ�おもしろく動く恐竜・動物つくり 

9／17 �i���20名 免ﾉkﾂ�おいでよ！博物館 

10／8 �ｩL｢�20名 �3)kﾂ�木の実で遊ぼう 

10／20 �ｩL｢�100名 ��妬kﾂ�わくわく体験「オータムフェスティバル」（1） 

10／21 �ｩL｢�100名 �#3�kﾂ�わくわく体験「オータムフェスティバル」（2） 

10／21 �i���なし ���kﾂ�家族で秋の里山ウオッチング 

11／3 �ｩL｢�100名 鼎冖ﾂ�わくわく体験「秋まつり」 

11／18 �ｩL｢�200名 ��s冖ﾂ�徳山のくらしを体験しよう 
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事業名 弍ｨ��?｢�対　象 �.���蹴�参　加 �>�������������������vR�

たの　しい �����#R�家族 鼎�kﾂ�14名 冦�,Yx吋�,ﾈｫ�辷�冕H�ｨ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

1／5 �ｩL｢�20名 ��Ikﾂ�春の七草ウオッチング 

2／3 �ｩL｢�20名 的kﾂ�津保liiでカモを観察しよう 

2／9 �ｩL｢�20名 的kﾂ�ネームプレートをつくろう（1） 

2／9 �ｩL｢�20名 �(h鈔�ネームプレートをつくろう（2） 

博　物　館 �(�����一般 �#�kﾂ�4名 �6ﾈ�ｸ8�7h8ﾈ�ｸ6x/�,(*ﾘ.ｸ*H��8�｢�
2／10 �ｩL｢�20名 妬kﾂ�ネームプレートをつくろう（4） 

2／17 �i���なし 等kﾂ�家族で冬の里山ウオッチング 

2／23 �ｩL｢�20名 ��)kﾂ�古布で布絵をつくろう（1） 

2／23 �ｩL｢�20名 土kﾂ�古布で布絵をつくろう（2） 

3／24 �i���20名 ��洩ﾂ�おいでよ！博物館 

カルチャー 講　座 滴���R�一般 鼎�kﾂ�20名 俛ﾈ,ﾈ*�+ﾘ+�*�.y�h*ｸ+H-ﾈ/�%H.��度�｢�

4／18 �ｩL｢�なし �#ykﾂ�里山ウオッチング 

4／22 �ｩL｢�20名 ���kﾂ�化石クリーニング講座（初級①） 

4／29 �ｩL｢�30名 土kﾂ�謡曲入門 

5／6 �ｩL｢�30名 �#ykﾂ�古文書入門（1） 

5／16 �ｩL｢�なし �#Ykﾂ�里山ウオッチング 

5／20 �ｩL｢�20名 ���kﾂ�化石クリーニング講座（初級②） 

6／17 �ｩL｢�20名 ���kﾂ�化石クリーニング講座（初級③） 

6／20 �ｩL｢�なし �(h鈔�里山ウオッチング 

7／8 �ｩL｢�20名 的kﾂ�化石クリーニング講座（初級④） 

7／18 �ｩL｢�なし ��洩ﾂ�里山ウオッチング 

7／29 �ｩL｢�30名 �#ikﾂ�古文書入門（2） 

8／15 �ｩL｢�なし �)kﾂ�里山ウオッチング 

8／18 �ｩL｢�20名 �9kﾂ�化石クリーニング講座（中級①） 

8／19 �ｩL｢�20名 妬kﾂ�化石クリーニング講座（中級②） 

8／25 �ｩL｢�20名 妬kﾂ�化石クリーニング講座（中級③） 

8／26 �ｩL｢�20名 悼kﾂ�化石クリーニング講座（中級④） 

9／16 �ｩL｢�20名 悼kﾂ�化石クリーニング講座（上級①） 

9／19 �ｩL｢�なし �(h鈔�里山ウオッチング 

10／7 �ｩL｢�20名 妬kﾂ�化石クリーニング講座（上級②） 

10／17 �ｩL｢�なし ��洩ﾂ�里山ウオッチング 

10／28 �ｩL｢�30名 �#Ikﾂ�古文書入門（3） 

11／11 �ｩL｢�20名 土kﾂ�化石クリーニング講座（上級③） 

11／21 �ｩL｢�なし ��ikﾂ�里山ウオッチング 

12／16 �ｩL｢�20名 悼kﾂ�化石クリーニング講座（上級④） 

12／19 �ｩL｢�なし �#9kﾂ�里山ウオッチング 

1／16 �ｩL｢�なし ��Ikﾂ�里山ウオッチング 

2／20 �ｩL｢�なし ��Ykﾂ�里山ウオッチング 

3／10 �ｩL｢�30名 ��洩ﾂ�古文書入門（4） 

3／17 �ｩL｢�40名 �)kﾂ�百年公園の自然調査報告会 

3／20 �ｩL｢�なし ��ikﾂ�里山ウオッチング 

特別行事 店�紕�一般 �3��kﾂ�100名 偸H,ﾈ4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｲ�
l／6 �ｩL｢�200名 ��3洩ﾂ�七草がゆを食べよう 

合　計 �8�3�s洩ﾂ� 

②　わくわく体験コーナー
わくわく体験コーナーは、平成23年度は毎月第

1・第3の土曜・日曜日に郷土学習室において開催し
ていた。参加者から、開催日が分かりにくいとの指

摘があったため、今年度より毎週日曜日の開催とし
た。延べ49回開催し、1，812人の参加者があった。

体験メニューも化石クリーニング体験、化石レプリ
カづくりに加え、万華鏡づくり、はたおり機でコー
スターをつくろう、どんぐり標本づくりを実施し、

幅広いニーズに対応した。

＜わくわく体験コーナー＞

実施回数 伜����ﾉ�B�実施メニュー 

49 ���3��"�化石クリーニング体験、化石レプリカづ くり、万華鏡づくり、はたおり機でコー 
スターをつくろう、どんぐり標本づくり 

③　展示解説

常設展展示解説は、毎日午前11時と午後2時に解
説員により行った。延べ337回、1，726人の参加者
があった。テーマは日替わりで、恐竜の話、合掌づ

くり、輪中、大昔のくらし、大地のなりたち、三葉
虫などについてわかりやすく解説した。また、企画
展展示解説は企画展開催期間中に随時担当学芸員に
より行った。述べ36回、476人の参加者があった。

企画展の展示について掘り下げながら、わかりやす
く解説した。

＜展示解説＞

実施回数 伜����ﾉ�B�内　　　容 

常設展 �33r�1，726 弌���醜,�.h.��ﾙ�ﾙ5y5x麌�����

企画展 �3b�476 �%99hｧxﾇﾈ醜,�.h.舒�i5y5x麌�����
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④　団体利用

団体利用は、191団体、10，296人で、全入館者数
のおよそ4分の1を占めている。美濃地区、岐阜地区、

西濃地区の小学校や幼稚園・保育園の利用が多い。
学習活動では、生活科との関連を重視し、百年公

園の自然を活用した「秋みつけ」や「ドングリぶえ
づくり」などの体験活動を多く実施した。

展示では、人文展示室1の「郷土の百年」コーナー
を活用し、小学生の社会科の学習「古い道具と昔の

月 �?｢�市町村 �&8���ﾈ��kﾂ�人数 

4 唐�関市 綿ｯ)Xﾈﾊxﾇ井�ｧxﾕｨ�D8怩�18 

4 ��B�関市 弍)Xﾈﾊxﾇ井�ｧxﾕｨ�D8怩�126 

4 �#"�岐阜市 �7ｸ�ｸ485�4ｨ4X6xｯ)Xﾉ�c�y&2�30 

4 �#R�岐阜市 倅�ifｸ抦ｧxﾕ｣X�3iD��44 

5 �"�北名古屋市 佻ﾈ��抦ｧxﾕ｣)D��90 

5 ����一宮市 �*(+�-ﾘﾞﾈｼh��45 

5 ����一宮市 �*(+�-ﾘﾞﾈｼh��41 

5 ����関市 関市 傴ﾉOﾉ]ｸ支���27 

5 ��2�冰i^�4�8�7R�22 

5 ��R����&ﾘ抦ｧxﾕ｣�D��77 

5 ��R�瑞浪市 �����ﾘ(ﾕｨ4�8�5���20 

5 ��b�関市 仞�{8抦ｧxﾕ｣�D��108 

5 ��b�関市 倚x5�ｷX抦ｧxﾕ｣�D��91 

5 ����関市 倚x5�ｷX抦ｧxﾕ｣)D��73 

5 ����あま市 関市 �兀�ﾈｧxﾕ｣��3)D��154 

5 ����弍)Xﾈﾊx抦ｧxﾕｨ��檍怦ﾊHｸiYH橙�52 

5 �#"����&ﾘ抦ｧxﾕ｣)D��82 

5 �#"�北名古屋市 倡H��ﾈ抦ｧxﾕ｣9D��120 

5 �#"�稲沢市 関市 関市 ���)fｸ抦ｧxﾕ｣9D��51 

5 �#"�弍)XﾈﾊyH饂渥仄h檠�ﾘ橙�51 

5 �#R���ﾟx抦ｧxﾕ｣9D��95 

5 �#R���X,h･�;���8ﾉEｨ橙�20 

5 �#b�亊h�8ｻ8支効醜檠[h嶌擺�8 

5 �#��各務原市 �=��v9'H��D�(b�66 

5 �3��各務原市 �=��v9'H��D�+r�68 

5 �3��関市 仞�{8抦ｧxﾕ｣9D��119 

6 鳴�関市 関市 倬ｹOh抦ｧxﾕ｣��ﾃID��21 

6 塗�B�弍)Xﾈﾊxﾘ)9乂xﾕｨｻ8支ﾊHｸh檠&��ﾏij�H橙�63 

6 澱�儻�ｨ抦ｧxﾕ｣)D��92 

6 ��"�岐阜市 ��ｩdｸ�)��ﾈ橙�24 

6 ��R�名古屋市 名古屋市 冖ﾈﾌ8夊ｻ8孜[h嶌5ｨ985��ｲ�37 

6 ��R��8ﾈ､9j�ｨ4�8�7Y^�+�*H橙�45 

6 ��r��7h8�6x985�4��ｸ8ｲ�109 

6 �#��関市 亊i<�¥ｨ辷�ｧxﾕ｢�13 

6 �#B�岐阜市 弍)Xﾉ�Xｧxｻ8支ｧyYB�23 

6 �#��関市 関市 岐阜市 倚x5�ｷX抦ｧxﾕ｣ID��74 

6 �#��佰X,ﾈ���35 

7 澱��68ﾋH抦ｧxﾕ｣iD��74 

7 途��$h橙�13 

7 ����舒(抦ｧxﾕ｣9D��49 

7 ��2�関市 傴ﾈﾆｹ]ｸ支���40 

7 ��B�関市 �(iYHｧx���Xｧr�56 

7 ����関市 兌ﾘ��v9'H���136 

8 ���岐阜市 �*�*�.)�c��S9v9'H��D�+r�68 

8 �"�郡上市 ��Y��*ﾈ��,x.�檍孜�ﾈｺhｶ8橙�112 

8 �"�郡上市 ��Y��*ﾈ��,x.�檍孜�ﾈｺhｶ8橙�112 

8 釘�関市 �+�*ｹ�ﾉYH-8.ｨ*�*(5�7ﾈ�ｸ684�8�7R�20 

8 湯�郡上市 岐阜市 ��Y��*ﾈ��,x.�檍孜�ﾈｺhｶ8橙�140 

8 湯�俑�>ﾈ抦4ﾈ6(5�4�8�7R�28 

8 ����弍)Xﾈﾊx-ﾘ,x.�,ﾈ晳D�&2�115 

8 �����-ﾈ,x*兢ｸ支���12 

くらし」に対応した解説を行った。屋外展示の旧徳
山村民家では、囲炉裏や洗濯板を使った体験活動を
実施し、昔のくらしを実感を持って理解するように
努めた。

今年度は、「秋みつけ」「どんぐりぶえづくり」「昔
のくらし体験」などの体験活動において、博物館サ
ポーターの協力を依頼し、活動の準備や片付け、子
どもへの指導や声かけなどの支援を実施した。

月 �?｢�市町村 �&8���ﾈ��kﾂ�人数 

8 ��"�岐阜市 ��y�9685�487�984�5�4��ｸ8ｲ�49 

8 ��B��?ｩgｹt���饂慰鮎i�xﾘr�27 

8 ��b�侈y(hｧxﾕｨｵｨ��彿.ｸ怦ﾊHｸiYH橙�82 

8 ��r�侈y(hｧxﾕｩyﾘ怦ﾊHｸiYH橙�70 

8 �#���*(-H*ｹY�8橙�5 

8 �#"�関市 亊h�8抦ｧxﾕｩ�hｨ�浦H橙�9 

8 �#"�関市 亊h�8抦ｧxﾕｩyﾘ怏YH橙�17 

8 �#"�関市 亊h�9(hｧxﾕｩyﾘ怏YH橙�20 

8 �#"�岐阜市 弍)Xﾈ�8揵(hｧxﾕｩyﾘ怏YH檠�c(7X8ﾘ6(4��26 

8 �#B�一宮市 亶ｹ�ﾈﾏij���54 

8 �#R�垂井町 ��(鯖*ﾉ8ﾈﾏij���24 

8 �#R�多治見市 ��ﾘ��ﾊ冉ｸﾘ)9乂xﾕ｢�1 

8 �#R�石川県 仞��)�Xｧr�1 

8 �#b�多治見市 ��ﾘ��ﾊ冉ｸﾘ)9乂xﾕ｢�1 

8 �#b�石川県 仞��)�Xｧr�1 

8 �#��滋賀県 價ｩ?ｨ�8ﾘ)9乂xﾕ｣)D��35 

8 �#��滋賀県 價ｩ?ｨ�8ﾘ)9乂xﾕ｣)D��35 

9 �#��関市 儻穎ﾉ(hｧxﾕ｢�54 

9 �#2�各務原市 川辺町 儖hﾞ淫ﾈ��,x.�橙�72 

9 �#b�倡9j��y8ﾉnﾈ効醜橙�32 

9 �#r���h自]ｸ支���85 

9 �#r�各務原市 �ﾈ���h耳抦ｧxﾕ｣�D��99 

10 �"�関市 傅ﾈｾ�69(hｧxﾕ｣)D��6 

10 �"�関市 兀�ｵi8ﾈ抦ｧxﾕ｣��3)D��24 

10 �"�関市 兀�ｵi8ﾈ抦ｧxﾕ｣9D��12 

10 �2�関市 傅ﾈｾ�69(hｧxﾕ｣)D��6 

10 �2�関市 �68ﾋH抦ｧxﾕ｣�D��56 

10 �2�関市 �68ﾋH抦ｧxﾕ｣)D��62 

10 釘�関市 傅ﾈｾ�69(hｧxﾕ｣)D��6 

10 釘�揖斐川町 偸I?ｨ抦ｧxﾕ｣8�3ID��17 

10 釘�大野町 ��ﾈ抦ｧxﾕ｣9D��38 

10 釘�関市 儻�ｨ抦ｧxﾕ｣�D��75 

10 釘�白鳥町 僮)+�*ﾉ[h嶌ﾞ�]ｸﾎﾈｺh橙�20 

10 迭�関市 �ｩtﾉ&ﾘ抦ｧxﾕ｣)D��78 

10 迭�稲沢市 ���)8ﾈ抦ｧxﾕ｣9D��133 

10 迭�本巣市 ���68抦ｧxﾕ｣9D��50 

10 唐�関市 弍)Xﾈﾊxﾇ井�ｧxﾕｨ�D8怩�29 

10 ����岐阜市 丶位傅ﾃ�D��72 

10 ����恵那市 倅�ﾙ*ﾈﾏij���33 

10 ����関市 兀�ｵi�ﾈ愑��ﾃ9D��25 

10 ����一宮市 �*�?ｩ8ﾈ抦ｧxﾕ｣9D��62 

10 ����大垣市 冉駟8愑�D��54 

10 ����関市 儻穎ﾈ抦ｧxﾕ｣��3)D��39 

10 ����瑞穂市 ��ﾈ抦ｧxﾕ｣�D��56 

10 ����江南市 侘9&ﾙnﾉfｸ抦ｧxﾕ｣)D��90 

10 ����一宮市 冉ｹ_ｸ抦ｧxﾕ｣)D��88 

10 ����江南市 亶ｹ68抦ｧxﾕ｣�D��126 

10 ��"�岐阜市 ���68抦ｧxﾕ｣�D��76 

10 ��"�関市 �;Hﾌｸ抦ｧxﾕ｣��3)D��37 

10 ��b�一宮市 俑�嫌���ﾈ抦ｧxﾕ｣�D��71 

10 ��b�関市 ��9Ei]ｸ抦ｧxﾕ｣9D��8 
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月 �?｢�市町村 �&8���ﾈ��kﾂ�人数 

10 ��b�関市 ��9Ei]ｸ抦ｧxﾕ｣��3)D��22 

10 ��r�関市 �>ﾈ9hｷX抦ｧxﾕ｣��3)D��32 

10 ��r�岐阜市 俘y6顫ﾈｧxﾕ｣)D��64 

10 ����関市 ��9hｷX抦ｧxﾕ｣�D��58 

10 ����江南市 侘9&ﾙnﾉ8ﾈ抦ｧxﾕ｣)D��124 

10 ����岩倉市 ��ﾙnﾈ抦ｧxﾕ｣)D��109 

10 ����美濃市 冏�$ｨ抦ｧxﾕ｣�D��23 

10 ����美濃市 �(itﾉ&ﾘ愑�D��44 

10 ����関市 僣闃H抦ｧxﾕ｣��3)D��74 

10 ����関市 �(iYHｧx���XｧyXﾙ�騅9'H��D�+r�72 

10 ����岐南町 �8ﾈ抦ｧxﾕ｣�D��97 

10 �#2�稲沢市 ��I�X抦ｧxﾕ｣��3)D��76 

10 �#2�清須市 侘8�傅ﾈｧxﾕ｣9D��63 

10 �#2�岐阜市 郡上市 舒)nﾉ69fｸ抦ｧxﾕ｣�D��95 

10 �#B��-ﾘ,x.浦�8檍5�4�6�4X5�+8+8.H.��9 

10 �#B���ｩ�h抦ｧxﾕ｣�D��26 

10 �#B�山県市 儻�ｨ抦ｧxﾕ｣)D��58 

10 �#B�郡上市 ���4�(抦ｧxﾕ｣��ﾃID��12 

10 �#B�郡上市 ���4�(抦ｧxﾕ｣X�3iD��5 

10 �#B�関市 兀�ﾇﾈ抦ｧxﾕ｣)D��35 

10 �#B�海津市 丶9�ﾈ抦ｧxﾕ｣ID��29 

10 �#B�美濃市 中津jII市 儖ﾉEｨ�8抦ｧxﾕｩ�hｨ�浦H橙�4 

10 �#B�弍)Xﾈﾊy[h嶌ﾞ�]ｸﾎﾈ�雕醜檍ｶ2�80 

10 �#R���ﾈ抦ｧxﾕ｣9D��117 

10 �#R�岐阜市 �+y|y8ﾈ抦ｧxﾕ｣�D��106 

10 �#R�一宮市 ��Y;�ﾈｧxﾕ｣9D��76 

10 �#R�富加町 儻��抦ｧxﾕ｣�D��53 

10 �#R�本巣市 �7亢ﾙnﾈ抦ｧxﾕ｢�47 

10 �#R�山県市 �*(.ﾘﾟx抦ｧxﾕ｣ID��23 

10 �#b�笠松町 傴ﾈ釐抦ｧxﾕ｣)D��102 

10 �#b�関市 一宮市 ��9hｷX抦ｧxﾕ｣)D��57 

10 �#b��8�7ｸ8ｸ6x48985��ｸ6�5h8x6�8ｸ4ﾈ985��ｸ4ｸ�ｸ6h92�30 

10 �#b�俑�嫌�淫ﾈｧxﾕ｣9D��161 

10 �#r�御嵩町 �(h髯;hｭ��YYｨﾊ倬�;hｭ��51 

10 �#r�石川県 半田市 ����ﾈﾊyzyOﾈ��ｭ冲h,ﾈ橙�43 

10 �#r�弍)Xﾈｧx橙�13 

10 �#��僵ﾉ68�9H饂渥侘9[h��5H�ｸ4�8ｲ�20 

10 �3��岐阜市 俥ｸ�(抦ｧxﾕ｣�D��85 

10 �3��岐阜市 ��YY�抦ｧxﾕ｣�D��86 

10 �3��江南市 冢Y.ﾘ�(抦ｧxﾕ｣9D��76 

10 �3��岐南町 ��ﾈ抦ｧxﾕ｣�D��72 

10 �3��関市 仞�{8抦ｧxﾕ｣�D��）108 

10 �3��岐阜市 凉Y�ﾉ(hｧxﾕ｣)D��6 

10 �3��美濃加茂市 ��l駭ﾈ抦ｧxﾕ｣YD��98 

11 ���岐阜市 凉X�ｦ侭(hｧxﾕ｣)D��6 

11 ���稲沢市 處ﾉ>�抦ｧxﾕ｣9D��58 

11 ���関市 ��9�ｸ抦ｧxﾕ｣�D��82 

11 ���犬山市 �異X抦ｧxﾕ｣9D��84 

11 �"�七宗町 ��9h9�h愑��3)D��35 

11 �"�関市 儉(竧抦ｧxﾕ｣��3)D��10 

11 �"�岐阜市 僭驀�抦ｧxﾕ｣ID��41 

11 �"�羽島市 ��9m淫ﾈｧxﾕ｣9D��178 

11 澱�関市 倚x5�ｷY(hｧxﾕ｣)D��5 

11 途�関市 倚x5�ｷY(hｧxﾕ｣)D��5 

11 途�関市 �ｩtﾉ&ﾘ抦ｧxﾕ｣�D��79 

11 途�大野町 ��Ynﾈ抦ｧxﾕ｢�80 

11 唐�関市 倚x5�ｷY(hｧxﾕ｣)D��5 

11 湯�関市 ��ﾟx抦ｧxﾕ｣)D��82 

11 湯�関市 亊i]ｸ支��D�+r�37 

11 湯�岐阜市 �4�顫ﾈｧxﾕ｣�D�)D��37 

11 湯�美濃加茂市 伜)Eh�9]ｸ支���48 

月【日 剋s町村 �&8���ﾈ��kﾂ�人数 

11 ����養老町 冽ｹ�*ﾈｻ8支効醜檠(h匣ﾏij���29 

11 ��R�各務原市 �(h匣抦ｧxﾕ｣�D��83 

11 ��R�岐阜市 弍)Xﾈ抦ｧxﾕ｣ID��57 

11 ��R�池田町 �')68抦ｧxﾕ｣ID��66 

11 ��b�下呂市 �ｨﾋH抦ｧxﾕ｢�14 

11 �#��大野町 冉ｸ抦ｧxﾕ｣YD��52 

11 �#��岐阜市 �+y|x抦ｧxﾕ｣9D��87 

11 �#"�岐阜市 �?ｩnﾈ抦ｧxﾕ｣�D��54 

11 �#��各務原市 �4ｸ呵轌;�ｻ8�*�+x,�.ｹ�ｩ&ｸ��15 

11 �3��岐阜市 凉Y�ﾉ8ﾉ(hｧxﾕｨ*(-H*ｸｧxｸ��7 

12 途�関市 ��ﾉYI]ｸ支���43 

12 ��2�御嵩町 ��9Ehｻﾘ抦ｧxﾕ｣iD��21 

1 �#��関市 儻穎ﾈ抦ｧxﾕ｣9D��23 

l �3��海津市 俘)�ｸ抦ｧxﾕ｣ID��72 

2 途�岐阜市 �5H6ｨ�ｸ5H486�48985��ｸ6�5h8x6�8ｹv9'H���77 

2 唐�各務原市 處ｹ>ﾈ抦ｧxﾕ｣ID��73 

2 湯�本巣市 �.�,h+x4ｸ4ﾈ6(5(4�8�7R�22 

2 ��R�関市 �?�9hｷYv9'H���72 

2 ��R�郡上市 関市 刎�|x抦ｧxﾕ｣ID��16 

2 ��r�弍)Xﾈﾊxｼ驗ｨ�(�(ｧ延�k��89 

2 ��C#��仞�{8抦ｧxﾕ｣9D��120 

2 �#B�岐阜市 弍)Xﾉ�Xｧxｻ8支ｧyYB�21 

2　26 剩�Z加茂市 美濃加茂市 ��l駭ﾉ]ｸ支��D�+r�57 

2　26 劍ｯ)Xﾈﾊx抦ｧxﾕｨ��檍怦ﾊHｸiYH檍������S"�

2 �#�����69�i?�]ｸ支���43 

3 ��"�美濃加茂市 倅��]ｸ支���������������������������

3　12 剩�Z加茂市 �I�ｹ]ｸ支��������������������������3"�

3 ��B�郡上市 佰ｹk饑ｸ抦ｧxﾕ｣ID����������������#b�

3 ��R�美濃加茂市 ���69�h自]ｸ支���49 

3 �#��美濃加茂市 冏�nﾈﾏ�zﾈ5ｨ985��ｸ�����������Cr�

合　計　人　数　　　110，296 

団体数 侭�ﾉ�B�

学校団体（幼保含む） ��C"�i8・114 

学校以外の団体（社会教育施設含む） 鼎��2，182 

合計 �����10，296 
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⑤　出前授業・講師派遣　　　　　　　　　　　　　　招聴先としては各種団体が中心で、職員研修、地域

出前授業の実施回数は17回（小中学校16回、高　　学習、生涯学習の場として、様々な目的に活用され

校1回）であった。また、講師に招増されたのは17　　ていた。

回であった。

＜出前授業＞

期　　日 冽���k����b�対象児童等 ��ﾉ�B�会　　場 假hｼi>�vR�

平成24年4月27日 亊h�9zx岔tﾉ&ﾘ抦ｧxﾕ｢�5年生 塔��関市立下有知小学校 丶�稲ﾘ,�,(*(,B�

平成24年4月27日 儖ﾉEｨ�9zyyXﾊ傅ﾈｧxﾕ｢�4年生 �3��美濃市立藍見小学校 丶�稲ﾘ,�,(*(,B�

平成24年6月15日 佛8�8�9zxｶy68抦ｧxﾕ｢�5年生 �#"�粥lIi �4ｨ8�5�8�4X4�6(6�984��

平成24年6月19日 亊h�9zy�9�ｸ抦ｧxﾕ｢�4年生 塔��関市立瀬尻小学校 ��Y�i�iZ握��橙�

平成24年6月28日 亊h�9zy�9�ｸ抦ｧxﾕ｢�4年生 塔��関市立瀬尻小学校 �4ｨ8�5�8�4X4�6(6�984��

平成24年7月4日 亊h�9zyW�ｨ抦ｧxﾕ｢�4年生 鼎R�関市立富岡小学校 丶�稲ﾘ,�,(*(,B�

平成24年9月4日 亊h�9zyY�ｵi8ﾈ抦ｧxﾕ｢�4年生 ��R�津保川 �4ｨ8�5�8�4X4�6(6�984��

平成24年9月27日 亊h�9zx願9hｷX抦ｧxﾕ｢�5年生 都"�吉田lii �4ｨ8�5�8�4X4�6(6�984��

平成24年10月13日 丿Yk�ﾋH�9zy=���i?�抦ｧxﾕ｢�小学生 鼎��各務原市立那加第二小学校 �-ﾈ*ｨｼｨ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

平成24年10月23日 弍)Xﾈﾊyzx�(髦ﾘ)9乂xﾕ｢�高校生 鉄��可児高等学校 侘9[h��/�<x��+X.h*B�

平成24年10月30日 亊h�9zy�9�ｸ抦ｧxﾕ｢�4年生 俣���関市立瀬尻小学校 �4ｨ8�5�8�4X4�6(6�984��

平成24年11月10日 丿Yk�ﾋH�9zx畔���h耳抦ｧxﾕ｢�4－6年生 ��(��#R�各務原市立鵜沼第一小学校 �ｹ��8ﾈ7h8ｨ4ｨ,h峪��,ﾉ�"�

平成25年2月20日 亊h�9zyW�ｨ抦ｧxﾕ｢�3年生 涛��関市立富岡小学校 ��ﾈ,ﾉ;仞�,ﾉ�(�9�I�9L(/�諄,�+ﾙ�I�9�ﾈﾋ��

平成25年2月22日 亊h�9zy��&ﾘ抦ｧxﾕ｢�3年生 塔R�関市立倉知小学校 ��ﾈ,ﾉ;仞�,ﾉ�(�9�I�9L(/�諄,�+ﾙ�I�9�ﾈﾋ��

平成25年2月26日 亊h�9zx願9hｷX抦ｧxﾕ｢�6年生 鉄r�関市立旭ヶ丘小学校 �ｹ��8ﾈ7h8ｨ4ｨ,h峪��,ﾉ�"�

平成25年2月躯目 亊h�9zy�9�ｸ抦ｧxﾕ｢�4年生 塔��関市立瀬尻小学校 �4ｨ8�5�8�4X4�6(6�984��

平成25年3月5日 丿Yk�ﾋH�9zxｦYk�抦ｧxﾕ｢�6年生 鉄��各務原市立各務小学校，境川 丶�稲ﾘ,�,(*(,H�84ｨ8�5�8�4X4�6(6�984��

＜講師派遣＞

期　　日 �ｸ��xｨ���b�対象児童等 ��ﾉ�B�授　業　内　容 

平成24年4月13日 侈yj�-8.ｨ*�*(檍ｭ��岐阜県新規採用職員 鉄��岐阜県の文化と歴史 

平成24年6月3日 亊h�2�一般 鼎��水生生物観察会 

平成24年6月9日 �:�ｻHﾏij���小中学生 �#��まが玉をつくろう 

平成24年6月30日 俯X��*ﾂ�一般 �#��カワゲラウオッチング，ホタル観察会 

平成24年7月14日 弍)Xﾈ�9��讖%Hﾉ����一般 都��旧石器時代の岐阜 

平成蝕年7月27日 冲ｹN9�ﾉ��讖j��ﾘ��{���小中学生 �#��まが玉をつくろう 

平成24年8月3日 冲ｹN9�ﾉ��讖j��ﾘ��{���小中学生 �#��まが玉をつくろう 

平成24年8月24日 �ｨｷｸ�9H饂渥��i 小学生 �#��講座「体験！自由研究のたね」 

平成24年9月1日 倡9(i�ﾙ�8檍�儖)�ｸ�8�｢�一般 鉄��快存上人の偉業について 

平成24年10月8日 弍)Xﾉ�Xｧt55HﾗXﾜ��大学生 ��r�長良川流域の地質巡検 

平成24年10月27日 弍)Xﾈ����Xｧr�一般 �����岐阜県の歴史地震と活断層 

平成24年11月23日 佰XｴﾉD���職員 ����化石資料の同定指導 

平成24年11月25日 弍)Xﾈ����Xｧr�一般 ����展示学について 

平成24年12月1日 ��9Ei]ｹ]ｸ支���園児と保護者 鉄"�化石レプリカと化石の話 

平成24年12月2日 弍)Xﾈﾊx4x5(68�ｸ8ｨ5�8���ﾆx檍ｶ2�一般 �#��川原の石の観察会 

平成24年12月9日 弍)Xﾈ�98ﾉYH5(7�8X6ｨ6X4(5ｨ985��ｸ戊�8効醜橙�一般 �����藍川中生徒が発見した老洞窯を語る 

平成25年1月30日 倡9(i�ﾙ�8檍�儖)�ｸ�8�｢�一般 鉄��快存上人と市中総代会について 
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⑥　資料の貸し出し

機　関　名 倬���{���kﾂ�貸出開始期日 ��ﾘ��{弍ｩ?｢�点数 

人 文 做�ｻ9d��ﾈ��ﾜ��魎�十一両観音菩薩立像（レプリカ）他 兌ﾙ�ﾃ#ID綛ﾈ��?｢�平成25年4月30日 迭�
町田市立国際版画美術館 �>儘ﾈ�9��Y��uﾘ�)kﾈ��ﾘ檠OﾉEｩwｹ�6ﾙ�ｸ�h��7ﾈ5x�ｩ�ﾂ�平成24年7月1日 兌ﾙ�ﾃ#ID��(ﾈ繦?｢�4 

（個人） �=驂x�9$��i�����Eﾉlｨ�X唸�h�們ｩ���ｩ�ﾂ�平成24年7月1日 兌ﾙ�ﾃ#ID繆ﾈ�#Y?｢�7 

（株）TBSビジョン 佝ｸﾝh���)Tﾘ�Xｯ)�ｩц6ﾘ踊��憖6���+y[�迄畔飆�H�h��i�ﾈ�｢�平成24年7月11日 兌ﾙ�ﾃ#ID繆ﾈ��y?｢�1 

岐阜県現代陶芸美術館 冦�*H8ﾈ8ｨ�ｸ7H�X5�985H�ｸ�i�ﾂ�平成24年8月4日 兌ﾙ�ﾃ#YD繆ﾈ��Y?｢�40 

愛荘町立歴史文化博物館 �-hｩ(�)Tﾘ�X�(､8ｮ��ﾈﾖYgｸ�h��7ﾈ5x�｢�平成24年8月31日 兌ﾙ�ﾃ#ID���ﾈ�#i?｢�9 

福岡市博物館 僞ﾉlｨ�X劜�h�Xｵ9���儖(��ｨ�b�平成24年9月1日 兌ﾙ�ﾃ#ID���ﾈ��y?｢�2 

町田市立国際版画美術館 �ﾄ末儘ﾈ�Tﾘ�Y��uﾘ�)kﾈ��ﾘ檍��OﾉEｨ��wｹ�6ﾙ�ｸ�i�ﾂ�平成24年9月18日 兌ﾙ�ﾃ#ID��(ﾈ繦?｢�4 

関鍛冶伝承館 傅ﾉ��8���l���Eｨ�(ｭh��ﾈﾉ9.��雹ﾙ;�?�?�D�?�ﾈ�?｢�平成24年9月29日 兌ﾙ�ﾃ#ID���ﾈ�#�?｢�1 

瀬古写真株式会社 僞ｩOi&��ｸ����平成25年3月6日 兌ﾙ�ﾃ#YD�8ﾈ�#y?｢�2 

自 然 �(髦�8ｻﾙ7��讓ｭ��植物標本及びレプリカ 兌ﾙ�ﾃ#ID紿ﾈ�9?｢�平成24年6月22日 ��2�

各務原市立桜丘中学校 勁ﾙ?ｹ}�:ｨﾙﾉUygｲ�平成24年4月9日 兌ﾙ�ﾃ#ID紿ﾈ��9?｢�6 

（財）岐阜県校長会館 �:饂蔚ygｸ��i�ﾈ�｢�平成24年4月16日 兌ﾙ�ﾃ#ID紿ﾈ�3�?｢�1 

エコミュージアム関ヶ原 俑�(餠ygｲ�平成24年6月20日 兌ﾙ�ﾃ#ID纔ﾈ���?｢�9 

関市立上之保小学校 �:饂羽ﾙ�ｹUygｲ�平成24年6月23日 兌ﾙ�ﾃ#ID繆ﾈ繦?｢�7 

岐阜市立長良西小学校 俑�(餠ygｲ�平成24年6月25日 兌ﾙ�ﾃ#ID緝ﾈ�#�?｢�8 

岐阜市科学館 俑�(餠ygｲ�平成24年7月24日 兌ﾙ�ﾃ#ID纔ﾈ緤?｢�15 

岐阜県先端科学技術体験センタサイエンスワールド �4ｨ987ﾎ格���平成24年7月27日 兌ﾙ�ﾃ#ID繆ﾈ�#�?｢�l 

河川環境楽園　自然発見館 �:饂羽ﾙ�ｹUygｸ,�,r�惇成24年7月31日 兌ﾙ�ﾃ#ID繹ﾈ��?｢�13 

エコミュージアム関ヶ原 �+凩飃ﾙ�ｹUygｲ�平成24年8月31日 兌ﾙ�ﾃ#ID��(ﾈ�#�?｢�1　7 

岐阜県立岐山高等学校 �ｹ��,h5h8ｨ5(98ﾅ��平成24年9月1日 兌ﾙ�ﾃ#ID纔ﾈ紵?｢�【40 

各務原市立桜丘中学校 勁ﾙ?ｹ}�:ｨﾙﾉUygｲ�i平成24年9月18日 兌ﾙ�ﾃ#ID纔ﾈ�#I?｢�6 

関市立寺尾小学校 �7ﾘ4ｸ99Hﾙ�ｹUygｲ�∃平成24年10月2日 兌ﾙ�ﾃ#ID��(ﾈ�)?｢�1 

岐阜市立常盤小学校 �ｹ��,h5h8ｨ5(98ﾅ��平成24年10月5日 兌ﾙ�ﾃ#ID���ﾈ���?｢�80 

美濃市立昭和中学校 勁ﾙ?ｹ}�:ｨﾙﾉUygｲ�平成24年10月5日 兌ﾙ�ﾃ#ID���ﾈ���?｢�2 

岐阜県立岐山高等学校 �ｹ��,h5h8ｨ5(98ﾅ��平成24年10月12日 兌ﾙ�ﾃ#ID���ﾈ��Y?｢�40 

河川環境楽園　自然発見館 �5(4X8(8ｩ}飃ﾙ�ｹUygｲ�平成24年10月18日 兌ﾙ�ﾃ#ID���ﾈ�#9?｢�11 

可児市立中部中学校 ��),Y:饂異ﾈｦ儷ygｲ�平成24年10月20日 兌ﾙ�ﾃ#ID���ﾈ���?｢�7 

岐阜市立陽南中学校 ��),Y:饂異ﾈｦ儷ygｸ,�,r�平成24年10月27日 兌ﾙ�ﾃ#ID���ﾈ���?｢�52 

海津市立東江小学校 �ｹ��,h5h8ｨ5(98ﾅ��平成24年11月11日 兌ﾙ�ﾃ#ID���ﾈ��9?｢�80 

海津市立西江小学校 �ｹ��,h5h8ｨ5(98ﾅ��平成24年11月14日 兌ﾙ�ﾃ#ID���ﾈ��Y?｢�80 

海津市立古里小学校 �ｹ��,h5h8ｨ5(98ﾅ��平成24年11月16日 兌ﾙ�ﾃ#ID���ﾈ���?｢�80 

海津市立大江小学校 �ｹ��,h5h8ｨ5(98ﾅ��平成24年11月20日 兌ﾙ�ﾃ#ID���ﾈ�#Y?｢�80 

笠松町歴史民俗資料館 �7x7(,ﾉHﾙ�ｹUygｲ�平成24年12月20日 兌ﾙ�ﾃ#YD�(ﾈ���?｢�3 

光記念館 舒)�韜�{��平成24年12月18日 兌ﾙ�ﾃ#YD��(ﾈ�#Y?｢�24 

大垣市立西部中学校 �ｹ��,h5h8ｨ5(98ﾅ��平成24年12月27日 兌ﾙ�ﾃ#YD��ﾈ綺?｢�60 

岐阜市立精華中学校 �ｹ��,h5h8ｨ5(98ﾅ��平成25年1月13日 兌ﾙ�ﾃ#YD�(ﾈ�#9?｢�160 

岐阜県立揖斐特別支援学校 �ｹ��,h5h8ｨ5(98ﾅ��平成25年1月15日 兌ﾙ�ﾃ#YD��ﾈ�#�?｢�60 

岐阜市立精華中学校 �ｹ��,h5h8ｨ5(98ﾅ��平成25年1月27日 兌ﾙ�ﾃ#YD�(ﾈ��?｢�30 

岐阜新聞社 �8�486�8x4X,�,y�)lY:饂���i�ﾈ�｢�平成25年2月28日 兌ﾙ�ﾃ#YD�8ﾈ緤?｢�4 

岐阜大学 儖ﾉEｮ格�騙陋ｩ&�5�ｩWｩ�ﾘ��i�ﾈ�｢�平成25年3月1日 兌ﾙ�ﾃ#iD�(ﾈ�#�?｢�1 

東海テレビ 儖ﾉEｮ格�騙陋ｩ&�5�ｩWｩ�ﾘ��i�ﾈ�｢�平成25年3月6日 兌ﾙ�ﾃ#YD�8ﾈ���?｢�3 

岐阜大学 �:ｨﾙﾉUygｲ�平成25年3月15日 兌ﾙ�ﾃ#YD紿ﾈ�#�?｢�5 

世界文化社 仆�{9�ｹ�X峪����i�ﾈ�｢�平成25年3月25日 兌ﾙ�ﾃ#YD�8ﾈ�#Y?｢�l 

合　　計 ���3�cR�
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⑦　刊行物

名　　　　　　　　　　　　称 價ﾘﾗ9D霾�?｢�判、　頁 兀H���B�備　考 

岐阜県博物館報第35号 �#H�CH�C��A4　31頁 塔��� 

平成25年度岐阜県博物館催しもの案内（掲示用） �#X�C8�C3��B2 �(�3S��� 

平成25年度岐阜県博物館催しもの案内（携帯用） �#X�C8�C3��A44ツ折 鼎x�3S��� 

岐阜県博物館調査研究報告第34号 �#X�C8�C3��A4　62頁 都��� 

博物館ガイド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リーフレット �#X�C8�C#��A43ツ折 �3��3���� 

自然ビンゴカード・人文ビンゴカード �#X�C8�C#��A4　両面 �#��3���� 

【特別展のポスター・リーフレット】 �� �(�3���� 

ジオペディアぎふ　～岐阜の大地から地球史を探る～　　　　　　　　ポスター �#H�Cx�Cb�B2 

ジオペディアぎふ　～岐阜の大地から地球史を探る～　　　　　　リーフレット �#H�Cx�Cb�A4　両面 涛X�3����

ジオペディアぎふ　～岐阜の大地から地球史を探る～　　　　　　　　　　図録 �#H�Cx�Cb�A4　8頁 田���

飛騨・美濃の信仰と造形　一古代・中世の遺産－　　　　　　　　　　ポスター �#H�C��C#��B2 �(�3����

飛騨・美濃の信仰と造形　一古代・中世の遺産－　　　　　　　　リーフレット �#H�C��C#��A4　両面 �����3����

飛騨・美濃の信仰と造形　一古代・中世の遺産一　　　　　　　　　　　　図録 �#H�C��C#��A4　96頁 田���

岐阜、染と織の匠たち　人間国宝三人展　　　　　　　　　　　　　　ポスター �#H�C��C#��B2 �(�3����

岐阜、染と織の匠たち　人間国宝三人展　　　　　　　　　　　　リーフレット �#H�C��C#��A4　両面 ��#��3����

岐阜、染と織の匠たち　人間国宝三人展　　　　　　　　　　　　　　　　図録 �#H�C��C#��A4　8頁 田���

【資料紹介展等のポスター・リーフレット】 �� 塔��� 

雲の上のお花畑　～岐阜県の高山植物～　　　　　　　　　　　　　　ポスター �#H�CH�C�B�B2 

雲の上のお花畑　～岐阜県の高山植物～　　　　　　　　　　　　リーフレット �#H�CH�C�B�A4　両面 �#8�3����

発掘された飛騨・美濃の歴史　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター �#H�C���C�r�B2 塔���

発掘された飛騨・美濃の歴史　　　　　　　　　　　　　　　　　リーフレット �#H�C���C�r�A4　両面 �#8�3����

第32回日本自然科学写真協会写真展　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター �#X�C(�C��B2 塔���#8�3����

自然を楽しむ科学の眼2012－2013 �� 

第32回日本自然科学写真協会写真展　　　　　　　　　　　　リーフレット �#X�C(�C��A4　片面 

自然を楽しむ科学の眼2012－2013 �� 

【マイ・ミュージアム刊行物】 �#H�CH�C��A4　両面 ���3����） 

マイ・コレクション第131号 

マイ・コレクション第132号 �#H�CX�C#b�A4　両面 ���3����

マイ・コレクション第133号 �#H�Cx�C�B�A4　両面 ���3����

マイ・コレクション第134号 �#H�C��C��A4　両面 ���3����

マイ・コレクション第135号 �#H�C���C#��A4　両面 ���3����

マイ・コレクション第136号 �#H�C�(�C��A4　両面 ���3����

マイ・コレクション第137号 �#X�C(�C��A4　両面 ���3����

マイミュージアムギャラリー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター �#X�C8�C�R�B2 ���3c���

マイミュージアムギャラリー　　　　　　　　　　　　　　　　　　リーフレット �#X�C8�C�R�A4　両面 ��8�3����

⑧　図書館資料（平成25年3月末現在）

図書館資料数 儖X��������������ﾖﾂ�

一　般　資　料 �#��3#�b�含　刀剣文庫 

郷　土　資　料 店�3SCR� 

児　　童　　書 ���3C3b� 

博物館資料 店�3�sR�含　当館資料、棚橋文庫、熊田文庫 

合　計 �3(�3#c"� 
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（2）広報活動

来館者の増加をめざして、広報活動の充実を図っ

た。

①ホームページの改修

平成9年9月の「岐阜県博物館ホームページ」開

設以来、ホームページを広報活動の重要な手段とし

て改修を重ねてきた。本年度は、次の2点を重点的

に改修した。

ア　必要な情報がすぐに見つかるトップページ

ホームページ閲覧者が、直感的に必要な情報を得

られるように、利用頻度が高い「展覧会スケジュール」
「イベント情報」などを1ページに表示するようにし

た。また、カテゴリー構成を見直し、必要な情報ま

での道のりが明確になるようにした。

イ　博物館の魅力が伝わるウェブニュース
一般的な広報では伝わりにくい博物館の魅力を知

らせるために、常設展示の見どころやサポーターグ

ループの活動報告などの記事を持ち回りで投稿する

こととした。

②資料配付の見直し

特別展、資料紹介展などの広報においては、チラ

シやポスターの布置・掲示が一つの重要な手段であ

る。より効果的に資料を配付するために、展覧会の

内容によって重点的に広報する地域や客層を絞り込

み、それに応じて配付先を選択することとした。また、

当館は近隣地域からの来館者が高い割合を占めてい

る。そこで、近隣の小学校を通じて各家庭にチラシ

を配付し、幅広い年代に情報が行き渡るようにした。

③無料情報誌への情報提供

無料情報誌は地域ごとに各家庭に配付されるので、

重要な広報手段の一つである。より多くの情報誌に

対して掲載依頼するとともに、配付される地域ごと

に掲載内容を変更したり、読者プレゼントを用意し

たりして、広報の効果が高まるように工夫した。

④団体向け活動メニューの紹介

当館は入館者全体に占める学校団体の割合が高い。

より一層の利用促進を図るため、教職員の研修会な

どで活動メニューや利用方法を紹介した。また、ホー

ムページに「授業で使える博物館」メニューを新設し、

県外の学校団体にも広報できるようにした。

（3）博物館実習

7月23日（月）から7月27日（金）までの5日間、

岐阜大学（3名）、岐阜聖徳学園大学（3名）、岐阜女
子大学（1名）、滋賀県立大学（3名）、金城学院大学

（1名）、京都橘大学（1名）、同志社大学（1名）、都

留文科大学（1名）、帝京科学大学（1名）、富山大学

（1名）、静岡大学（1名）、立命館大学（1名）、名古

屋芸術大学（1名）、名古屋造形大学（1名）の14大

学から20名の学生を受け入れた。分野別の受け入れ

状況は、人文5名、自然9名（植物4名、動物3名、

地学2名）、教育普及6名であった。実習生指導は、

共通実習と選択分野別実習を担当職員によって行っ

た。

1日目 們��､ｨ跖��

館長講話 

岐阜県博物館の概要 

博物館学芸員の仕事 

教育普及担当の仕事 

自然担当の仕事 

自然資料の概要 

人文担当の仕事 

人文資料の概要 

2日目 僣饂渥倬�{��饑�6h�ｸ5�7��ｸ5�9�,�,(*(,B�

自然展示室観覧 

人文展示室観覧 

マイミュージアムギャラリー観覧 

バックヤード観覧 

分野別実習 

3日目 兒ｩnﾉ¥ｨ����

4日目 兒ｩnﾉ¥ｨ����

5日目 �8�ﾉX,亊h+x.俎Y�(,hﾊ乂x�亊i&)n�6��8ｭ��｢�

企業博物館見学（フェザーミュージアム） 

レポート等の作成 

実習生による成果発表・意見交換 

実習終了式 
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9　利用状況

（1）入館者数

平成24年度は、入館者数45，984人で前年に比べ

て184人、0．4％の微増となった。リニューアル工事

の終了によって平成23年度より開館日数が増えたこ

とが要因と思われるが、はっきりとした増加とは考

えにくい。

1日あたりの入館者数が最も多かった目は、「オー

タムフェスティバル」の10月21日で1，137人を数

えた。また、団体入館者数は191団体、10，296人で、

入館総数の約22．4％を占めており、月別では10月

が4，096人で一番多く、団体入館者総数の33．8％を

占めている

特別展期間中の入館者数は下表のとおりである。

夏季と秋季の入館者総数は22，729人を数えた。

月 俘(ﾕｩ�h決屬�大学生 �ｨ��L｢�計 丶ｨｭ�?ｩ�B�一日平均 

4 ���3�3��19 �(�3��"�3，232 �#b�124 

5 �(�3S�b�145 �(�3c3��5，191 �#b�200 

6 ���3�コ�46 �(�3#�r�1　3，448 �#b�133 

7 ���3#c2�89 ���3S�r�2，859 �#b�110 

8 �(�3#cb�24 �(�3Ss"�4，862 �#r�180 

9 ���3��R�28 �(�3��B�3，857 �#b�148 

10 店�3�s2�36 店�3cモ�1、0，797 �#b�415 

11 �(�3##��24 ���3ゴb�4，101 �#b�158 

12 �3���11 鉄C��940 �#B�39 

1 田�2�7 塔Cr�1，457 �#B�61 

2 ���3�c2�30 ���33cR�2，458 �#B�102 

3 ���3����41 ���3c#"�2，782 �#r�103 

計 ����3�3R�400 �#X�3sC��45，984 �3���149 

特　　別　　展　　名 弍ｨ����ｭB�高校生以下 ��Xｧy�b�一般 佗b�

ジオペディアぎふ 度�緝�ﾈ�����"�3，639 ���b�4，292 嶋�3�Cr�

飛騨・美濃の信仰と造形 祷��#��ﾃ����#��5，061 鼎R�7，109 ��(�3#�R�

岐阜、染と織の匠たち 祷��#��ﾃ���紕�6，454 鉄2�8，175 ��H�3c�"�

（2）来館者アンケート

来館者の実態や意識を把握し博物館運営に生かす

ために、アンケート調査と結果の考察を実施してい

る。
わくわく体験 

催し物擬 ��

4％≡≡一 説　　　企画鼠特 

ギャラリー　　　　　　　　　別展 

7％　　　　　　　　　　　　　　偶銘． 

Figurel　来館目的（複数選択可n＝363，H24年4月一日25年3月）

来館目的では、Figurelに示すように企画展・特

別展が最も多く、次いで常設展、わくわく体験コー

ナーであった。企画展・特別展は今年度6回開催し、

チラシやポスターを配布、インターネットなどの広

報の他、報道で取り上げられることで県民等に広く

周知され、来館のきっかけとなった。わくわく体験
コーナーは、毎週日曜日午後に開催し、化石クリー

ニングや万華鏡を作る体験などを実施したが、お子

様連れのご家族を中心に来館の目的とされる方が多

かった。

満足できたものは、Figure2に示すように常設展

が最も多く、次いで企画展・特別展、わくわく体験コー

ナーであった。常設展を選択した方は、お子様連れ

わくわく体験

Fjgure2　満足できたもの（複数選択可n＝362，［24年4月一日25年3月）

のご家族が多かったが、観覧の様子を見ると、大型

の迫力のある展示やハンズオン展示、展示ワークシー

トなどを楽しまれているようである。

また、来館目的ではなかったが、実際に満足でき

たものは、常設展（＋15％）、わくわく体験コーナー（＋

6％）、催し物（＋4％）、マイミュージアムギャラリー

（＋4％）となっている。その一方で、来館目的だっ

たのに、あまり満足できなかったものは、企画展・

特別展（－15％）となっている。このことから、意

外と知られていない常設展やわくわく体験コーナー

などを中心に満足感が生まれていると考えられる。

これまで積極的に広報してきた企画展・特別展の質

をより高めるとともに、常設展やわくわく体験コー

ナーなどの魅力も積極的に発信していくことが必要

だと考えている。
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10　博物館関係団体

（1）岐阜県博物館友の会

博物館「友の会」は、動物・植物・地学等の自然

系や歴史・考古・民俗・美術工芸等の人文系などに

興味、関心を持つ人々の展示観覧、研究、学習の便

宜を図って、博物館の教育普及との密接な連携によ

り、博物館の事業や活動をサポートする会である。

平成24年度の一般会員数は210名、後援会員は8

団体である。ここ数年、会員数は減少傾向が続いて

いる。継続会員の高年齢化が進み、退会者数が新規

会員数を上回っているためである。

平成24年度の主な事業、行事は次の通りである。

①　会議・各種委員会

5／17 �-亢yyﾘ馼檍�Y�ﾘ橙�4／13 ���効醜橙�

10／18 做斡yyﾘ馼橙�9／25 �%Idｸ効醜橙�

3／16 ��+x�YYｸ檠+x橙�11／15 俯Y��効醜橙�

②　広報誌の発行

季刊誌「友の会報」は104号（6月）、105号（10月）、

106号（2月）の年3回、A4判6頁で各300部を

発行した。

③　図録の刊行と在庫図録の販売

今年度、特別展に合わせ「ジオペディアぎふ」「飛

騨・美濃の信仰と造形」「岐阜、染と織の匠たち」
の3種類の図録を刊行した。また、在庫図録の販

売は、館内ショップの他、次の施設での委託販売

を行った。

県内 俘(�)�x夊��8ﾈ5�6x6�4X5�I)ｸ��U9D靠h��駟k�����

岐阜県世界淡水魚水族館（アクア・トトぎふ）、 

下呂温泉博物館、海津市歴史民俗資料館 

県外 �8ﾈｹ鞁�zyH饂渥��

一国立歴史民俗博物館（千葉県佐倉市） 

④　博物館との共催事業の実施

ア　特別行事「七草がゆを食べよう（1月6日）」

好天にも恵まれ、地元の市長や県議をはじめ約
150名の参加でたいへん賑わった。七草がゆの試食

の他、友の会の七草委員や博物館サポーターの協力

を得て企画した七草クイズも好評であった。

イ　わくわく体験共催事業

子どもから大人までを対象とした化石クリーニン

グ、化石レプリカづくりの他、ものづくり体験とし

てやさしい万華鏡づくり、はたおり機でコースター

づくり等の体験を郷土学習室で実施した。毎週日曜

日に開催し、年間で約2300名の参加があった。

ウ　たのしい博物館

「まが玉をつくろう」「化石クリーニング講座」「古

布で布絵をつくろう」等、年間44回の催し物を実施

した。

⑤　友の会員入館の入館料補助

平成24年度の博物館見学者数は、通常期間中の入

館者206名、特別展期間中の入館者86名、合計292

名あり、その入館料（団体料金相当）を友の会で助

成した。

⑥　探訪の旅

友の会では、会員相互の見聞を広め教養を高める

とともに、親睦を図ることを目的に、海外への探訪

並びに国内の探訪を実施している。昭和61年以降、

これまでに国内探訪として73カ所の名所、旧蹟を訪

ねる旅を実施した。平成4年からは、海外探訪の旅

を加え、世界遺産見学を中心に、訪問国の文化と歴

史を研修する旅をこれまでに13回実施した。探訪の

日程は、訪問する目的を明確にした上で、会員自ら

が策定している。また、研修の成果は訪問施設の解

説冊子としてまとめ、参加者全員に配布している。

平成24年度の探訪の旅は以下の通りである。

ア「琵琶湖　竹生島の神社・仏閣拝観の旅」

6月9日（土）　　　　　　　　参加者34名

（2）岐阜県博物館協会

岐阜県博物館協会は、「会員相互の連絡提携のもと

に社会教育の健全な推進と文化の向上に寄与するこ

と」を目的に、昭和41年に設立された。

県民文化講演会「美濃焼きの謎再発見」ほか、公

開講座（年4回）、機関紙発行（年3回）、会員研修会（年
3回）等の諸事業を行った。

平成25年3月現在、会員館は132館、個人会員は

21名。

主な役員は次の通りである。

会長…若宮多門、副会長…名和哲夫、古川秀昭、

河合正明、榎本徹、西永勝己、事務局は岐阜県博物

館内にある。

＜主な事業＞

協会監査

第1回理事会

第131回公開講座（7／14，9／8，11／10，H25．1／12）

岐阜県博物館協会通常総会

県民文化講演会

機関紙委員会

第79回会員研修会

東海地区博物館連絡協議会総会

第132回公開講座

第60回全国博物館大会（秋田）

第134回公開講座

第133回公開講座

第37回東海三県博物館協会研究交流会（岐阜県）

第80回会員研修会

機関紙『岐阜の博物館』第169号発行

機関紙『岐阜の博物館』第170号発行

第2回理事会

第81回会員研修会

機関紙『岐阜の博物館』第171号発行

－31－



Ⅲ　利用案内（平成25年度）

●開　館　時　間　　4月～10月　9時　　　～16時30分（入館は16時まで）

11月～　3月　9時30分～16時30分（同上）

●入　　館　　料

●休　　館　　日

区　　　　　　分 冏ｸ��������ｭ���7ﾘ48�X7�8X�ｸ5x4�8��
通　　常 舒�i5x�Ynﾙ�i�X�x��b�

般 �3#���#c��ｨ冷�600（520）円 冖8��������{��

大　　学　　生 �����鉄��ｨ冷�300（200）円 

小　中　高　生 冖8����{�������������k8����{��

（）は20名以上の団体

月曜日（月曜日が祝日または振替休日の場合はその翌平日）
・年末年始（12月29日～翌年1月3日）

・臨時休館　平成26年2月3日（月）～2月5日（水）

●駐　　車　　場　　岐阜県百年公園駐車場をご利用ください。

駐車料金・・・普通（軽）自動車300円　バス820円

交通案内
至本巣　　　至美濃一郡上

関広見IC

小屋名
（おやな）

名鉄岐阜駅
JR岐阜訳

岐阜羽島IC

赤土坂

韓日

至郡上“高山　至北濃

美濃関

至各務原・犬山

〈JR高山本線〉

〈JR東海道本線
〈名鉄名古屋本線〉

東海北陸自動車道　関インターから車5分

岐阜バス（小屋名バス停下車徒歩20分）
※岐阜駅方面からは、岐阜バスターミナル又はJR岐阜駅
14番乗り場でご乗車ください（岐阜関線、岐阜美濃線）

※関駅からは、関駅から徒歩5分の栄町1丁目バス停か
らご乗車ください（岐阜関線）

岐阜バス〃名鉄バス（赤土坂バス停下車徒歩25分）
※名古屋駅方面からは、名鉄バスセンターでご乗車くださ
い（高速名古屋線）

栄町1丁目

至各務原・美濃加茂

名古屋IC

至静岡・東京

至土岐・豊田

JR美濃太田駅

多治見IC

お車でお越しの方は岐阜県百年公園北口駐車場（有料）をご利用ください。北口から博 
物館まで300mです。歩行が困難な方は博物館入口までお車の乗り入れができますの 
で、北口ゲートでお申し出ください。 

至
大
垣
“
米
原
・
京
都

J
R
名
古
屋
駅

一
宮
I
C
名
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名
古
屋
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名
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屋

至
中
津
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・
東
京


